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施
設
を
有
効
活
用

地
上
五
階
地
下
三
階
（
延
床

面
積
一
万
一
六
六
九
・
一
九

㎡
）
の
建
物
に
は
地
下
一
階
か

ら
地
上
五
階
ま
で
は
個
人
研
究

室
、
地
下
二
階
に
は
化
学
系
機

器
分
析
セ
ン
タ
ー
、
地
下
三
階

に
は
六
四
〇
㎡
の
体
育
館
を
備

え
て
い
る
。
体
育
館
は
バ
ス
ケ

ッ
ト
コ
ー
ト
二
面
を
取
る
こ
と

が
で
き
体
育
の
授
業
や
部
活
動

で
利
用
で
き
る
。
ま
た
教
養
の

生
物
・
体
育
系
と
理
数
教
育
専

攻
の
教
員
の
研
究
室
も
あ
り
、

研
究
施
設
に
は
安
全
面
と
操
作

性
か
ら
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
と
暗
証
番

号
に
よ
る
電
子
錠
を
導
入
し
た
。

理
学
部
Ⅰ
部
化
学
科
、
応
用

化
学
科
、
Ⅱ
部
化
学
科
、
工
学

部
工
業
化
学
科
か
ら
な
る
化
学

系
四
学
科
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ

る
教
育
・
研
究
を
活
発
に
展
開

し
て
い
る
学
科
だ
が
、
い
ず
れ

も
化
学
実
験
を
ベ
ー
ス
に
教

育
・
研
究
を
行
う
こ
と
か
ら
、

相
互
に
関
係
が
深
く
、
施
設
を

共
有
す
る
こ
と
で
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
生
じ
る
。

た
と
え
ば
、
内
外
の
研
究
資

金
を
導
入
し
て
購
入
し
た
色
々

な
先
端
機
器
は
、
従
来
、
各
研

究
室
等
に
分
散
し
て
お
か
れ
て

い
た
。
５
号
館
で
は
、
地
下
二

階
に
こ
れ
ら
二
十
数
台
の
機
器

を
集
結
し
た
化
学
系
機
器
分
析

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
。
そ
の

結
果
、
利
用
効
率
が
向
上
し
、

高
額
機
器
の
有
効
活
用
が
で
き
、

維
持
管
理
も
容
易
に
な
る
。
設

置
さ
れ
て
い
る
機
器
は
、
電
子

ス
ピ
ン
共
鳴
装
置
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
質

量
分
析
装
置
、
ナ
ノ
・
ピ
コ
・

フ
ェ
ム
ト
秒
時
間
分
解
分
光
装

置
な
ど
で
、
最
先
端
の
教
育
研

究
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

相
互
親
睦
の
場
に

四
学
科
が
一
つ
の
建
物
に
入

る
こ
と
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は

人
的
交
流
が
促
進
す
る
こ
と
だ

ろ
う
。
四
階
の
フ
ロ
ア
に
は
、

二
階
吹
き
抜
け
の
オ
ー
プ
ン
な

ホ
ー
ル
空
間
が
あ
り
、
こ
こ
で

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
会
話
が
で

き
る
く
つ
ろ
ぎ
の
場
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
相
互
理
解
を
深
め

る
た
め
に
各
研
究
室
の
研
究
紹

介
の
大
型
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ

れ
、
機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
の
機

器
に
も
紹
介
の
パ
ネ
ル
が
つ
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
５
号
館
の
教

員
の
研
究
紹
介
が
掲
載
さ
れ
た

名
簿
も
で
き
る
。

一
方
、
相
互
親
睦
の
場
と
し

て
、
「
フ
ァ
ラ
デ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

と
い
う
集
ま
り
を
年
に
三
回
程

度
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

教
員
、
学
生
が
集
ま
っ
て
内
外

の
講
師
に
よ
る
興
味
深
い
講
義

を
聴
講
後
、
学
生
食
堂
で
懇
親

会
を
開
催
す
る
。
教
員
・
学
生

の
相
互
交
流
は
教
育
上
の
効

果
、
新
し
い
共
同
研
究
の
め
ば

え
、
そ
し
て
卒
業
後
の
同
窓
生

の
繋
が
り
の
き
っ
か
け
と
な
る

点
で
も
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

環
境
保
全
も
万
全

化
学
系
で
は
教
育
・
研
究
で

実
験
が
中
心
と
な
る
た
め
、
環

境
に
対
す
る
負
荷
の
大
き
い
多

種
多
様
な
物
質
を
取
り
扱
う
。

特
に
住
宅
地
に
位
置
す
る
た
め
、

試
薬
・
実
験
廃
棄
物
を
厳
重
に

管
理
し
環
境
を
守
る
責
任
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
最
新
の
実
験
排

水
処
理
設
備
や
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ

ン
バ
ー
と
い
っ
た
化
学
物
質
除

去
設
備
を
完
備
し
た
。
ま
た
、

施
設
外
へ
排
出
系
統
や
各
種
モ

ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
環
境
に
対
し
て
特
に
配
慮

し
た
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
関
係
法
令
の
中
に

は
、
排
出
さ
れ
る
物
質
に
対
す

る
排
出
基
準
の
あ
る
も
の
や
、

使
用
し
た
化
学
物
質
を
関
係
省

庁
等
行
政
機
関
へ
報
告
す
る
義

務
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、
化
学

物
質
の
除
去
の
み
な
ら
ず
、
排

出
に
つ
い
て
も
監
視
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
５
号
館
に

は
、
こ
れ
ら
関
係
法
令
で
定
め

ら
れ
て
い
る
物
質
の
分
析
・
監

視
を
行
う
、
環
境
分
析
を
専
門

と
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
最
新
鋭
の

分
析
機
器
を
備
え
た
「
環
境
保

全
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
。

化
学
物
質
を
取
り
扱
う
事
業

者
の
社
会
責
任
は
、
関
係
法
令

等
に
お
い
て
ま
す
ま
す
重
く
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
に

立
ち
、
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
は

環
境
分
析
の
ほ
か
、
化
学
物
質

の
購
入
か
ら
廃
棄
ま
で
の
一
元

的
な
化
学
物
質
管
理
を
行
っ
て

い
く
。
一
つ
の
建
物
で
入
口
と

出
口
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
こ

の
よ
う
な
徹
底
し
た
環
境
保
全

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
学
生
に
対
し
て
も
講

習
会
等
を
通
し
て
環
境
保
全
教

育
を
行
い
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
倫
理
観
を

も
っ
た
科
学
技
術
者
の
育
成
に

努
め
る
。
今
後
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
は
、「
よ
り
よ
い
環
境
を

保
つ
」
こ
と
を
目
標
に
地
域
の

方
達
と
の
交
流
も
行
い
な
が

ら
、
本
学
の
環
境
保
全
に
関
す

る
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

化
学
研
究
拠
点
に

神
楽
坂
地
区
の
化
学
系
が
こ

の
よ
う
に
一
つ
の
建
物
に
集
結

し
た
こ
と
で
、
色
々
な
シ
ナ
ジ

ー
効
果
も
生
ま
れ
、
世
界
的
な

研
究
成
果
も
今
ま
で
以
上
に
得

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
日
本
の
化
学

研
究
の
中
心
拠
点
の
一
つ
と
し

て
「
化
学
系
の
船
河
原
」
の
発

展
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

あ
る
父
母
懇

談
会
の
百
二
十

五
周
年
記
念
講

演
で
、
東
京
理

科
大
学
は
十
六

万
人
近
い
卒
業

生
を
世
に
送
り

出
し
、
わ
が
国
の
発
展
に
貢
献

し
た
と
の
説
明
に
、
ま
さ
に
建

学
の
精
神
が
貫
か
れ
て
い
る
こ

と
に
誰
も
が
肯
い
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
輝
か
し
い

実
績
の
一
方
で
、
学
力
低
下
と

少
子
化
の
現
実
的
問
題
が
容
赦

な
く
の
し
か
か
る
。
私
立
理
系

大
学
の
最
高
峰
と
い
わ
れ
る
理

科
大
学
に
お
い
て
も
、
避
け
て

通
れ
な
い
こ
の
深
刻
な
問
題
に
、

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
▼
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
は
、
単
な
る
理
系
の

学
力
の
み
な
ら
ず
科
学
技
術
の

社
会
的
意
味
を
も
理
解
す
る
、

総
合
的
分
析
力
、
判
断
力
と
い

っ
た
英
知
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
三

千
以
上
の
大
学
で
、
Ｓ
Ｔ
Ｓ

（Science,
T
echnology

and
S
ociety

）
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
動
き
だ
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に

は
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
（
教
養
）

の
分
野
が
理
工
系
・
人
文
・
社

会
系
で
あ
る
こ
と
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
学
生
に
開
か
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
。
各
分
野
は
す
で
に
学
際

的
に
な
っ
て
お
り
、
歴
史
、
文

化
、
人
間
、
社
会
な
ど
幅
広
い

分
野
の
習
得
が
重
視
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
▼
世

界
経
済
、
科
学
技
術
、
資
源
、

環
境
な
ど
人
類
共
通
の
地
球
規

模
で
の
課
題
を
抱
え
る
現
代
社

会
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
理
科

大
学
は
目
前
の
問
題
を
克
服

し
、
さ
ら
に
は
国
際
水
準
を
意

識
し
た
教
育
、
研
究
を
目
指
し
、

将
来
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
真

の
エ
リ
ー
ト
を
輩
出
で
き
る
余

力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

（
Ｅ
・
Ｎ
）

（年４回発行） 

２
面

新
学
部
長
・
学
生
部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
ほ
か

３
面

平
成
18
年
度
の
学
費
／
平
成
16
年
度
の
私
学
助
成

４
面

理
窓
会
だ
よ
り
／
創
立
125
周
年
記
念
寄
付
者
芳
名

５
面

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

６
面

今
年
度
の
就
職
活
動
状
況
／
三
大
学
合
同
シ
ン
ポ

７
面

計
算
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

６
面
「
理
大
・
人
」／
ヘ
ネ
シ
ー
教
授
特
別
講
義
　
ほ
か

化学系研究棟（　）竣工市　谷
船河原化学系研究棟（　）竣工市　谷
船河原

神楽坂校舎５号館は、理学部および工学部の化学系研究室施設として、市谷船河原町の旧薬
学部跡地（敷地面積3283.32㎡）に平成15年６月20日から着工し、本年８月31日に竣工した。

化
学
系
研
究
棟
と
し
て
完
成
し
た
神
楽
坂
校
舎
５
号
館

化
学
系
機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

「
核
磁
気
共
鳴
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
装
置
」

２
階
吹
き
抜
け
の
オ
ー
プ
ン
な
ホ
ー
ル
（
談
話
室
）

環境保全センターにある物質分析に用いる
「液体クロマトグラフィー質量分析装置」

薬
学
部
の
改
組
転
換

薬
学
部
の
改
組
転
換
に
つ
い

て
は
本
紙
前
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
四
年
制
学
科
「
創

薬
生
命
科
学
科
」
の
名
称
を

「
生
命
創
薬
科
学
科
」
に
変
更

し
て
九
月
に
申
請
を
行
い
ま
し

た
。新

理
事
に
瀬
戸
裕
之
氏

今
般
、
学
校
法
人
東
京
理
科

大
学
寄
附
行
為
第
八
条
第
一
項

第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
渡

辺
恒
夫
基
礎
工
学
部
長
任
期
満

了
に
よ
る
退
任
に
伴
う
理
事
の

補
充
が
行
わ
れ
、
次
の
新
理
事

に
、
理
工
学
部
長
の
瀬
戸
裕
之

氏
が
十
月
一
日
付
で
就
任
し
ま

し
た
。

４学科・先端機器　集結、交流促進
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平
成
十
七
年
十
月
一
日
付
で

教
学
関
係
の
異
動
が
発
令
さ
れ
、

理
学
部
第
一
部
学
部
長
に
物
理

学
科
の
橋
本
巖
教
授
が
、
基
礎

工
学
部
長
に
材
料
工
学
科
の
福

田
博
教
授
が
就
任
し
た
。
ま
た
、

学
生
部
長
に
工
学
部
第
二
部
電

気
工
学
科
の
喜
岡
俊
英
教
授
が

就
任
し
た
。
十
月
一
日
現
在
の

主
な
役
職
者
は
次
の
と
お
り
。

▽
理
学
部
第
一
部
学
部
長

（
兼
大
学
院
理
学
研
究
科
長
）＝

橋
本
巖
教
授
▽
理
学
部
第
二
部

学
部
長
＝
新
妻
弘
教
授
▽
工
学

部
第
一
部
学
部
長
（
兼
大
学
院

工
学
研
究
科
長
）
＝
本
阿
弥
眞

治
教
授
▽
工
学
部
第
二
部
学
部

長
＝
寺
本
隆
幸
教
授
▽
薬
学
部

長
（
兼
大
学
院
薬
学
研
究
科

長
）
＝
武
田
健
教
授
▽
理
工
学

部
長
＝
瀬
戸
裕
之
教
授
▽
大
学

院
理
工
学
研
究
科
長
＝
大
矢
雅

則
教
授
▽
基
礎
工
学
部
長
（
兼

基
礎
工
学
研
究
科
長
）
＝
福
田

博
教
授
▽
長
万
部
教
養
部
長
＝

藤
井
志
郎
教
授
▽
経
営
学
部
長

（
兼
大
学
院
経
営
学
研
究
科

長
）
＝
廣
田
正
義
教
授
▽
生
命

科
学
研
究
所
長
（
兼
生
命
科
学

研
究
科
長
）
＝
東
隆
親
教
授
▽

総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科

長
＝
板
生
清
教
授
▽
学
生
部

長
＝
喜
岡
俊
英
教
授
▽
神
楽
坂

地
区
学
生
部
長
＝
小
向
得
優
助

教
授
、
野
田
地
区
学
生
部
長
＝

越
地
耕
二
教
授
、
久
喜
地
区
学

生
部
長
＝
鈴
木
寛
次
教
授
▽
図

書
館
長
＝
植
木
正
彬
教
授
、
野

田
図
書
館
長
＝
阿
部
芳
首
教

授
、
久
喜
図
書
館
長
＝
井
上
洋

教
授
、
長
万
部
図
書
館
長
＝
恩

田
邦
藏
教
授
▽
総
合
研
究
所

長
＝
二
瓶
好
正
教
授
▽
情
報
科

学
教
育
・
研
究
機
構
長
＝
大
矢

雅
則
教
授
▽
学
長
補
佐
＝
真
鍋

恒
博
教
授
・
阿
部
芳
首
教
授

新
任
の
橋
本
理
学
部
第
一
部

学
部
長
、
福
田
基
礎
工
学
部

長
、
喜
岡
学
生
部
長
に
就
任
の

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

科
の
当
面
の
重
要
課
題
は
、
新

２
号
館
完
成
ま
で
の
約
三
年
半

の
間
、
工
事
に
伴
っ
て
発
生
す

る
種
々
の
不
便
さ
を
克
服
し
な

が
ら
「
神
楽
坂
地
区
の
将
来
計

画
」
と
し
て
既
に
十
年
近
く
に

わ
た
っ
て
検
討
さ
れ
、
動
き
始

め
て
い
る
教
育
・
研
究
の
ソ
フ

ト
面
に
関
わ
る
改
善
策
を
、
具

体
化
し
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
構
築
な
っ
た
新
生
理
学

部
・
新
生
理
学
研
究
科
を
担

う
、
基
礎
学
力
と
幅
広
い
人
間

性
を
身
に
つ
け
た
新
し
い
時
代

の
知
的
エ
リ
ー
ト
の
育
成
を
め

ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

総
合
科
学
技
術
経
営

【
研
究
科
総
合
科
学
技
】

術
経
営
専
攻（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）

教
授
　
三
澤
　
一
文

（
み
さ
わ
・
か
ず
ふ
み
）

①
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
学
②
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
㈱

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
パ
ー
ト
ナ

ー
③
経
営
戦
略
、
情
報
技
術
④

工
学
修
士

【
総
合
研
究
所
】

◆
火
災
科
学
研
究
部
門

Ｃ
Ｏ
Ｅ
講
師
　
海
老
原
　
学

（
え
び
は
ら
・
ま
な
ぶ
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
建
築
学
専
攻
修
士
課

程
修
了
②
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
消
防
防
災
科
学
技

術
寄
付
講
座
教
員
③
火
災
安
全

工
学（
避
難
安
全
性
お
よ
び
火

災
リ
ス
ク
評
価
）④
博
士（
工
学
）

◇
山
口
東
京
理
科
大
学

【
基
礎
工
学
部
】

◆
電
子
・
情
報
工
学
科

教
授
　
高
頭
　
孝
毅

（
た
か
と
う
・
こ
う
き
）

①
大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
化
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修

了
②
東
芝
電
子
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
㈱
新
事
業
推
進
部
上
席
技

師
③
液
晶
デ
バ
イ
ス
工
学
④
理

学
博
士

七
月
二
十
九
日
、
中
国
の
新

疆
大
学
の
ア
ニ
ワ
ル
・
ア
ム
テ

ィ
学
長
が
成
人
教
育
学
院
院
長

ソ
ビ
・
ア
ナ
ビ
ク
教
授
、
機
械

工
程
学
院
副
院
長
メ
ム
テ
ィ
ミ

ン
・
ゲ
ー
ニ
教
授
と
共
に
、
塚

本
理
事
長
、
岡
村
学
長
を
表
敬

訪
問
さ
れ
、
今
後
の
国
際
交
流

の
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
た
。

ア
ニ
ワ
ル
・
ア
ム
テ
ィ
学
長

一
行
は
、
八
月
十
一
日
ま
で
本

学
に
滞
在
し
て
研
究
施
設
等
を

見
学
し
、
交
流
の
進
展
に
つ
い

新
任
職
員

６
氏

十
月
一
日
付
で
新
採
用
の
職

員
六
人
は
次
の
と
お
り
。

▼
事
務
総
局
参
与
・
櫻
井
雅

典
▼
学
務
課
・
西
尾
佳
子
▼
理

工
学
事
務
課
・
出
口
佐
枝
子
▼

学
生
課
（
野
田
）
・
池
田
真
紀

子
▼
長
万
部
事
務
部
・
大
谷
剛

史
▼
諏
訪
理
大
学
務
課
・
伊
藤

朋
子

て
話
し
合
い
を
持
つ
な
ど
の
国

際
親
善
を
は
か
っ
た
。

本
学
は
一
九
八
五
年
以
来
、

日
本
私
立
大
学
協
会
の
事
業
で

あ
る
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

か
ら
の
若
手
研
究
者
受
け
入
れ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
と
な
っ

て
、
現
在
ま
で
に
新
疆
大
学
か

ら
十
四
人
の
研
究
者
を
受
け
入

れ
て
い
る
。

初
期
の
受
け
入
れ
研
究
者
に

は
、
本
学
で
博
士
（
工
学
）
の

学
位
を
取
得
し
、
現
在
新
疆
大

学
の
副
学
長
を
務
め
て
い
る
タ

シ
プ
ラ
ッ
ト
教
授
が
い
る
。
今

回
訪
問
さ
れ
た
メ
ム
テ
ィ
ミ

ン
・
ゲ
ー
ニ
教
授
は
、
一
九
九

三
年
に
本
学
大
学
院
博
士
課
程

に
入
学
し
一
九
九
六
年
に
博
士

（
工
学
）
の
学
位
を
取
得
し
た
。

ま
た
、
一
九
九
九
年
に
は
マ
ル

ハ
バ
・
ホ
ジ
ャ
ヒ
メ
ー
ト
氏
が

博
士
課
程
を
修
了
し
て
博
士

（
工
学
）
の
学
位
を
得
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
に
は
本
学
と
新

疆
大
学
と
の
間
に
学
術
交
流
協

定
が
締
結
。
翌
年
に
は
「
東
京

理
科
大
学
―
新
疆
大
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
新
疆
大
学
で
開
催

さ
れ
、
本
学
か
ら
十
二
人
の
研

究
者
が
参
加
す
る
な
ど
、
活
発

な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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教
学
関
係
主
要
役
職
者（
10
月
１
日
付
） 

新
学
部
長
・
学
生
部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
学
部
長
・
学
生
部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
へ

理
学
部
第
一
部
学
部
長
　
橋
本
　
　
巖

来
年
、
創
立
百
二
十
五
周
年

を
迎
え
る
本
学
は
、
こ
れ
ま
で

産
業
界
、
教
育
界
な
ど
に
多
数

の
有
為
な
人
材
を
送
り
出
す
こ

と
で
、
高
い
評
価
を
受
け
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
文
科
省
に

よ
る
競
争
的
研
究
予
算
の
増
加

な
ど
、
大
学
間
の
競
争
も
ま
す

ま
す
激
し
く
な
り
、
教
育
と
研

究
に
輝
く
大
学
の
み
が
存
在
価

値
を
認
め
ら
れ
る
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
教
育
環
境

の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
神
楽

坂
地
区
の
ハ
ー
ド
面
の
再
構
築

も
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の

九
月
に
は
、
薬
学
部
跡
地
に
５

号
館
が
完
成
し
、
理
学
部
・
工

学
部
の
化
学
系
四
学
科
が
移
転

い
た
し
ま
し
た
。
更
に
来
年
三

月
か
ら
は
新
２
号
館
の
建
設
に

向
け
て
、
現
２
、
３
、
７
、
８
、

９
号
館
の
解
体
工
事
が
開
始
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
準
備
と
し

て
、
事
務
室
の
移
転
や
教
室
へ

の
改
修
工
事
が
開
始
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
理
学
部
・
理
学
研
究

学科主任・幹事　一覧 （平成17年10月１日付）

理
学
部
第
一
部

工
学
部
第
一
部

理
学
部
第
二
部

工
学
部
第
二
部

薬
学
部

理
工
学
部

基
礎
工
学
部

教養

数
物
化
数情
応物
応化
教養
数
物
化

教　授

教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授

丸山　義博

眞田　克典
渡辺　一之
齊藤　隆夫
佐藤　洋祐
服部　武志
矢島　博文
齊藤　靜隆
宮岡　悦良
宮崎　　忠
佐藤　　毅

助教授
助教授
教　授
講　師
講　師
助教授

清水　克彦
満田　節生
宮村　一夫
小笠原英穂
齋藤　智彦
鳥越　秀峰

教養

数
物理
情報
応生
建築
工化
電情
経営
機械
土木

教　授

教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授

桃沢　信幸

小林　隆夫
盛永　篤郎
富澤　貞男
坂口　謙吾
北村　春幸
伊藤　　滋
小越　澄雄
大和田勇人
菊池　正紀
西村　　司

講　師

助教授
教　授
教　授
助教授
教　授
教　授
教　授
講　師
助教授
教　授

清水　睦美

浜畑　芳紀
浜田　典明
明石　重男
峯木　　茂
武田　　仁
板垣　昌幸
中西　久幸
原田　　拓
横山　敏雄
辻　　正哲

教　授
助教授
講　師
講　師
助教授
助教授
講　師
助教授

三土　修平
田中　章夫
横田　智巳
徳永　英司
下仲　基之
石渡恵美子
荒木　　修
椎名　　勇

助教授
助教授
助教授
教　授

田崎美弥子
池田　文男
長嶋　泰之
中田　　忠

講　師
講　師
講　師

齊藤　　功
松野　　直
竹村　哲雄

教養
建築
工化
電気
経営
機械

教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授

野崎　嘉信
篠崎　祐三
田中　龍彦
佐野　雅敏
SPINKS W.A
金子　堅司

助教授
助教授
教　授
教　授
教　授
講　師

大庭　三枝
大月　敏雄
河合　武司
内田　直之
八嶋　弘幸
石川　　仁

教　授
教　授
助教授
助教授
教　授

倉渕　　隆
荒川　裕則
宗村　哲雄
浜田知久馬
中曽根祐司

教養
建築
電気
経営

教　授
教　授
教　授
教　授

原　　民夫
清水　昭之
谷内　利明
野口　幸雄

教　授
助教授
助教授
教　授

金刺　亮介
山名　善之
西川　英一
赤倉　貴子

教　授
講　師
助教授

直井　英雄
安藤　静敏
大森　　晃

薬
製薬

教　授
教　授

鈴木　潤三
小林　　進

教　授
教　授

小島　周二
青木　　伸

教　授
講　師

玉井　郁巳
袴塚　高志

教養
電子
材料
生物

教　授
教　授
教　授

山本　　学
向後　保雄
友岡　康弘

教　授
助教授
教　授
教　授

櫻井　雅男
伊丹　　誠
松本　睦良
島田　浩章
高橋　　悟

助教授
教　授
助教授

経営 教　授 原田　　昇 教　授 東邦　仁虎助教授

原田　哲也
安盛　敦雄
辻　　　孝

学科 学科主任 教務幹事 就職幹事

助教授
助教授
教　授
教　授
助教授
助教授
助教授
教　授
教　授
講　師
教　授
助教授

小山　　望
清岡　　智
芥川　一雄
春山　修身
渡邉　　昇
鎌倉　高志
大宮　喜文
湯浅　　真
兵庫　　明
馮　　　玲
溝口　　博
小島　尚人

経営

助教授 綿貫　秀一
※

※は教職幹事

さ
ら
な
る
飛
躍
を

基
礎
工
学
部
長
　
福
田
　
　
博

十
月
か
ら
基
礎
工
学
部
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

た
だ
い
ま
勉
強
中
で
す
。

基
礎
工
学
部
の
最
大
の
特
徴

は
、
新
入
生
た
ち
が
長
万
部
で

一
年
間
、
全
寮
制
で
教
養
教
育

を
受
け
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

全
国
に
類
例
が
少
な
く
、
渡
辺

前
学
部
長
の
大
変
な
ご
尽
力
も

あ
り
、
文
部
科
学
省
の
「
特
色

あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
高

い
評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
発
展
さ

せ
る
か
が
、
一
つ
の
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

昨
今
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う

言
葉
が
ト
レ
ン
ド
で
す
が
、
長

万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
学
科
の

縦
割
り
で
は
な
く
、
習
熟
度
別

の
三
学
科
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
大
学

院
で
は

”バ
イ
オ
・
ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
専
攻
融
 合
分
野

“
と

い
う
新
し
い
構
想
の
連
携
シ
ス

テ
ム
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
学
外

に
向
か
っ
て
も
、
大
学
間
連
携

な
ど
も
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

三
学
科
と
い
う
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
よ
さ
と
伝
統
的
な
進
取
の
気

風
を
生
か
し
て
、
二
十
一
世
紀

型
の
教
育
・
研
究
の
あ
り
方
を

模
索
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
礎
工
学
部
は
来
年
数
え
で

二
十
歳
に
な
り
ま
す
。
い
ま
ち

ょ
う
ど
代
替
わ
り
の
時
期
で
、

創
立
当
初
か
ら
の
教
員
が
め
っ

き
り
少
な
く
な
る
一
方
、
新
進

気
鋭
の
教
員
が
数
多
く
加
わ
り

ま
し
た
。
引
き
継
ぐ
べ
き
伝
統

は
引
き
継
ぎ
、
改
め
る
べ
き
点

は
改
め
て
、
新
た
な
飛
躍
を
め

ざ
し
て
教
職
員
の
皆
様
あ
る
い

は
学
生
と
一
緒
に
考
え
、
実
行

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
各
界
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

実
り
多
い
学
生
生
活
を
支
援

学
生
部
長
　
喜
岡
　
俊
英

十
月
よ
り
学
生
部
長
に
就
任

し
ま
し
た
工
学
部
第
二
部
電
気

工
学
科
の
喜
岡
で
す
。

科
学
が
ど
ん
ど
ん
発
達
し
て

い
る
た
め
に
、
大
学
で
学
ぶ
範

囲
が
膨
大
な
も
の
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
基
礎
学
力
は
当
然
で

専
門
科
目
も
非
常
に
多
く
深
く

な
っ
て
お
り
、
授
業
の
予
習
、

復
習
だ
け
で
時
間
が
足
り
な
い

よ
う
な
状
態
で
す
。
時
間
の
な

い
中
で
大
学
生
活
を
い
か
に
有

意
義
に
送
る
か
。
ク
ラ
ブ
活

動
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
も
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
時
間
に
追

わ
れ
る
よ
う
な
生
活
に
な
り
が

ち
で
す
。
そ
の
た
め
に
大
切
な

こ
と
は
自
己
管
理
で
す
。
常
に

前
向
き
で
自
分
自
身
を
し
っ
か

り
持
つ
こ
と
で
、
前
進
で
き
る

の
で
す
。

大
学
は
人
間
形
成
の
大
事
な

場
で
す
。
学
問
に
励
む
の
は
当

然
で
す
が
、
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク

ル
で
活
躍
し
、
ま
た
そ
れ
に
伴

い
よ
き
仲
間
を
作
る
い
い
機
会

で
す
。
こ
の
こ
と
が
将
来
社
会

に
で
た
と
き
非
常
に
生
き
て
く

る
の
で
す
。

神
楽
坂
校
舎
は
来
年
四
月
よ

り
新
校
舎
建
設
工
事
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
工
学
部

（
工
化
を
除
く
）
は
九
段
校
舎

で
の
授
業
が
始
ま
り
、
今
ま
で

と
は
違
っ
た
生
活
環
境
に
な
り

ま
す
。
早
く
環
境
に
な
れ
、
学

生
諸
君
が
有
意
義
な
学
生
生
活

を
送
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。
学
生
部
は
学
生
諸

君
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
快

適
で
実
り
多
い
も
の
と
な
る
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。
お
お
い

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

新
任
教
員
　

３
氏
紹
介

（敬称略）

①
最
終
学
歴
　
②
前
　
歴

③
専
門
分
野
　
④
学
　
位

増
山
　
元
三
郎
元
教
授

（
理
学
部
第
一
部
応
用
数
学

科
）
平
成
十
七
年
七
月
三
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
二
歳
。

「
不
斉
」
研
究
の
　
合
憲
三
教
授 

イ
タ
リ
ア
化
学
会
国
際
賞
受
賞 

理
学
部
第
一
部
応
用
化
学
科

の

合
憲
三
教
授
＝
写
真
＝

が
、
九
月
十
一
日
に
イ
タ
リ

人人

ア
・
パ
ル
マ
で
開
催
さ
れ
た
不

斉
化
学
に
関
す
る
国
際
会
議
に

お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
化
学
会
主

催
の
国
際
賞
「
キ
ラ
リ
テ
ィ
ー

メ
ダ
ル
」
を
受
賞
し
た
。

同
賞
は
、
鏡
像
異
性
な
形
の

有
機
化
合
物
を
扱
う
不
斉
化
学

で
優
れ
た
業
績
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
今
回
の
受
賞
は
、
右
手

と
左
手
の
よ
う
に
構
造
が
異
な

る
光
学
異
性
体
を
効
率
的
に
作

り
分
け
る
触
媒
の
開
発
が
評
価

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

ま
た
、
同
会
議
で
受
賞
講
演

も
行
わ
れ
た
。
受
賞
講
演
の
タ

イ
ト
ル
は
次
の
と
お
り
。

”Asym
m
etric

autocata-
lysis

and
its
im
plications

in
chiral

discrim
ination

and
the
origin

of
hom
o-

chirality

“

新疆大学長一行が本学訪問 
寄
贈
さ
れ
た
絹
の
手
織
絨
緞
を
手
に
、
左
か
ら

岡
村
学
長
、
塚
本
理
事
長
、
新
疆
大
の
ア
ニ
ワ
ル
・

ア
ム
テ
ィ
学
長
、
ソ
ビ
・
ア
ナ
ビ
ク
院
長

西尾佳子さん

池田真紀子さん伊藤朋子さん 大谷剛史さん

櫻井雅典さん出口佐枝子さん

そ
あ
い
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私
学
の
財
源
は
、
そ
の
大
部

分
を
学
生
納
付
金
収
入
と
補
助

金
収
入
に
依
存
し
て
お
り
、
本

学
に
お
い
て
も
学
生
納
付
金
収

入
は
帰
属
収
入
の
七
二
％
を
占

め
、
補
助
金
収
入
は
一
二
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら

に
外
部
資
金
の
導
入
な
ど
学
生

納
付
金
以
外
の
積
極
的
な
収
入

増
を
図
る
一
方
で
、
既
定
経
費

以
外
の
不
要
・
不
急
な
支
出
は

極
力
抑
え
る
な
ど
の
自
助
努
力

を
重
ね
、
財
政
基
盤
の
安
定
化

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
学
の
学
費
の
改
定
は
、

「
前
年
度
ま
で
の
人
事
院
勧
告

に
よ
る
給
与
改
定
を
基
礎
と
し

て
、
そ
の
都
度
国
庫
補
助
金
、

物
価
指
数
等
を
考
慮
し
て
決
定

す
る
」
を
算
定
方
針
と
し
て

「
新
入
学
生
」
の
み
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
父
母
・
学
生
の

経
済
的
負
担
に
つ
い
て
極
力
配

慮
し
、
平
成
十
五
年
度
新
入
学

生
に
対
す
る
学
費
を
改
定
し
た

以
降
、
薬
学
部
を
除
き
二
年
間

据
置
い
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
本
学
で
は
教
育
・
研

究
の
質
的
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
神
楽
坂
校

舎
及
び
野
田
校
舎
の
再
構
築
計

画
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
環
境

整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
財
政
の
長
期
安
定
化
を
確

立
す
る
た
め
に
も
、
学
費
改
定

に
よ
り
若
干
で
も
学
生
納
付
金

の
増
収
を
図
り
た
い
と
考
え
、

平
成
十
八
年
度
入
学
生
の
学
費

は
平
成
十
七
年
度
入
学
生
と
比

較
し
、
東
京
理
科
大
学
の
理
学

部
第
一
部
、
理
学
部
第
二
部
、

工
学
部
第
一
部
で
三
万
円
、
理

工
学
部
（
情
報
科
学
科
・
応
用

生
物
科
学
科
・
土
木
工
学
科
）

で
五
万
円
、
理
工
学
部
（
数
学

科
・
物
理
学
科
・
建
築
学
科
・

工
業
化
学
科
・
電
気
電
子
情
報

工
学
科
・
経
営
工
学
科
・
機
械
工

学
科
）で
七
万
円
、基
礎
工
学
部

で
一
万
五
千
円
、
経
営
学
部
で

五
千
円
、
工
学
部
第
二
部
で
二

万
円
、
山
口
東
京
理
科
大
学
基

礎
工
学
部
で
九
千
円
の
増
額
改

定
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
十
八
年
度

の
学
生
納
付
金
収
入
は
、
据
置

い
た
場
合
と
比
較
し
て
二
億
一

四
四
三
万
円
の
増
収
と
な
り
ま

す
。

（
今
回
の
学
費
改
定
は
、
平
成

十
八
年
度
新
入
学
生
に
対
し
て

実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
在
学
生

の
学
費
は
改
定
さ
れ
ま
せ
ん
）

独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
が
助
成
を
行
う

平
成
十
七
年
度
「
産
業
技
術
研

究
助
成
事
業
」
の
第
一
回
公
募

で
、
本
学
の
三
件
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
公
募
は
、
明
日
の
産
業

技
術
を
担
う
技
術
シ
ー
ズ
の
発

掘
と
技
術
人
材
の
育
成
を
目
的

と
し
て
、
国
内
の
大
学
・
公
的

研
究
機
関
等
の
若
手
研
究
者
や

若
手
研
究
チ
ー
ム
が
取
り
組

む
、
優
れ
た
研
究
テ
ー
マ
に
対

し
て
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
よ
り
助
成
が
行

わ
れ
る
事
業
で
、
本
年
は
六
百

四
十
四
件
の
応
募
の
中
か
ら
八

十
四
件
が
採
択
さ
れ
た
。
採
択

さ
れ
た
本
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

▼
０
次
元
水
素
結
合
型
超
プ

ロ
ト
ン
伝
導
体
を
用
い
た
新
し

い
固
体
酸
燃
料
電
池
の
作
成
と

空
白
動
作
温
度
領
域
の
充
填
／

理
一
応
物
・
松
尾
康
光
助
手

（
研
究
代
表
）、
同
・
中
村
正
明

助
手
、
同
・
池
畑
誠
一
郎
教
授

▼
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
目

指
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
由
来
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
高
性
能
化
技
術
の
開

発
／
理
一
応
化
・
澤
井
大
輔
助

手
▼
バ
イ
オ
・
ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ

ク
ス
の
た
め
の
Ｕ
Ｐ
Ｃ
ナ
ノ
粒

子
の
合
成
と
機
能
化
／
基
工
材

料
・
曽
我
公
平
講
師

【５】 平成１８年度 諏訪東京理科大学 入学学費 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成１8年度入学学費は、前年度据え置きである 
○施設設備費は、入学年次のみ納入する 
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、山口東京理科大学大学院修士課程に

進学する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする 
○博士：学校法人東京理科大学の設置する大学の卒業者又は大学院修士課程の修了者で、山口

東京理科大学大学院博士後期課程に進学する者は、入学金および施設設備費を全額免
除とする。さらに上記の者を含む博士後期課程入学者を対象に、学業等優秀と認められ
た者の授業料を半額免除とする制度がある 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 

【４】 平成１８年度 山口東京理科大学大学院 入学学費 

【３】 平成１８年度 山口東京理科大学 入学学費 

２９０,０００ １,２９４,０００ ２００,０００ ８０４,０００ 
電 子 ・ 情 報  
工 学 科  
物 質 ・ 環 境  
工 学 科  

工
学
部 

基
　
礎 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成１7年度入学学費は、前年度据え置きである 

２８０,０００ １,４１０,０００ ２６０,０００ ８７０,０００ 

２８０,０００ １,２２０,０００ ２００,０００ ７４０,０００ 

工

学

部 

シ
ス
テ
ム 

２８０,０００ １,３２９,０００ ２００,０００ ８４９,０００ 
研

究

科 

基
礎
工
学 

学

部

 

経
営
情
報 

経営情報学科  

基礎工学専攻  

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○施設設備費は、入学年次のみ納入する 
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、諏訪東京理科大学大学院修士課程に

進学する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする 

【６】 平成１８年度 諏訪東京理科大学大学院 入学学費 

２８０,０００ １,２８０,０００ ２００,０００ ８００,０００ 
ト
研
究
科

ネ
ジ
メ
ン 

工
学
・
マ 

工 学 ・  
マネジメント専攻 

電子システム  
工 学 科  
機械システム  
デザイン工学科 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 

研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 

 

 

○本表は、初年度納入を要する入学学費を示す 
○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である　　　　　　（単位：円） 

 （単位：円） 

 

 

○本表は、初年度納入を要する入学学費を示す 
○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である　　　　　　（単位：円） 

 

 

合　　　計 

合　　　計 

研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 
 （単位：円）  

合　　　計 

合　　　計 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 

第
一
部 

理
学
部 

第
一
部 

工
学
部 

工
学
部 

基
　
礎 

学
部 

経
営 

第
二
部 

工
学
部 

理
　
工
　
学
　
部 

第
二
部 

理
学
部 

薬
学
部 

３００,０００ 

３００,０００ 

３００,０００ 

３００,０００ 

１,３５５,０００ 

１,４１５,０００ 

１,４２２,０００ 

１,４１５,０００ 

１,４４１,０００ 

１,４３０,０００ 

１,４６３,０００ 

１,４８５,０００ 

１,５１１,０００ 

１,５１７,０００ 

１,５１２,０００ 

１,５００,０００ 

１,５０４,０００ 

１,５３０,０００ 

１,２８４,０００ 

７４５,０００ 

７９４,０００ 

８０５,０００ 

８３０,０００ 

８４５,０００ 

０ 

６０,０００ 

６７,０００ 

６０,０００ 

８６,０００ 

７５,０００ 

３８,０００ 

６０,０００ 

８６,０００ 

９２,０００ 

８７,０００ 

７５,０００ 

７９,０００ 

７５,０００ 

３４,０００ 

０ 

４９,０００ 

６０,０００ 

６０,０００ 

７５,０００ 

２３０,０００ 

２３０,０００ 

３３０,０００ 

２３０,０００ 

１０５,０００ 

１１０,０００ 

８２５,０００ 

１,４００,０００ 

１,０００,０００ 

５５０,０００ 

５５０,０００ 

９５,０００ 

９５,０００ 

２,３４５,０００ 

１,９４５,０００ 

８２５,０００ 

８２５,０００ ３００,０００ 

８２５,０００ 

７２０,０００ ３００,０００ 

４９０,０００ 

５１０,０００ 

数 学 科  
数理情報科学科 
物 理 学 科  
応用物理学科  
化 学 科  
応 用 化 学 科  

薬学科（６年制） 

生命創薬科学科 

建 築 学 科  
経 営 工 学 科  

工 業 化 学 科  

電 気 工 学 科  
機 械 工 学 科  

数 学 科  

物 理 学 科  
建 築 学 科  

情 報 科 学 科  

応用生物科学科 

工 業 化 学 科  

経 営 工 学 科  

経 営 学 科  

数 学 科  

物 理 学 科  

化 学 科  

建 築 学 科  
経 営 工 学 科  

電 気 工 学 科  

電子応用工学科 

材 料 工 学 科  

生 物 工 学 科  

電気電子情報工学科 

機 械 工 学 科  

土 木 工 学 科  

１５０,０００ 

１５０,０００ 

３００,０００ 

２８０,０００ 

１,３０１,０００ 

１,３８４,０００ 

１,３８４,０００ 

１,３０１,０００ 
１,３２３,０００ 
１，３６９,０００ 

１,３６９,０００ 

１,３８４,０００ 

１,０４０,０００ 

８１,０００ 

１６４,０００ 

１６４,０００ 

１,３６９,０００ １４９,０００ 

１,３８５,０００ １６５,０００ 

８１,０００ 
１０３,０００ 
１４９,０００ 

１,３０１,０００ 
１，３６９,０００ 

８１,０００ 
１４９,０００ 

１,３０１,０００ 
１，３６９,０００ 

８１,０００ 
１４９,０００ 

１４９,０００ 

１６４,０００ 

１,３６９,０００ 

１,３８４,０００ 

１４９,０００ 

１６４,０００ 

２０,０００ 

２４０,０００ 

２４０,０００ 

１００,０００ 

７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

７００,０００ 

６４０,０００ 

１,３８５,０００ １６５,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

数 学 専 攻  

物 理 学 専 攻  

化 学 専 攻  

理数教育専攻  

薬 学 専 攻  

経 営 学 専 攻  

生命科学専攻  

経営工学専攻  
機械工学専攻  

情報科学専攻  
建 築 学 専 攻  
電気工学専攻  
経営工学専攻  
機械工学専攻  
土木工学専攻  

建 築 学 専 攻  
電気工学専攻  

工業化学専攻  

数 学 専 攻  

物 理 学 専 攻  

応用生物科学専攻 
工 業 化 学 専 攻  

電子応用工学専攻 
材 料 工 学 専 攻  

生物工学専攻  

総合科学技術経営専攻
（ １ 年 コ ー ス ）  
総合科学技術経営専攻
（ ２ 年 コ ー ス ）  

知的財産戦略専攻 

２８０,０００ 

２８０,０００ 

２８０,０００ ３００,０００ １,１２０,０００ 

１,１２０,０００ 

１,８２０,０００ 

１,７００,０００ 

１,７００,０００ 

２,４００,０００ 

－ 

－ 

－ 

２８０,０００ 

研
究
科 

薬
　
学 

研
究
科 

経
営
学 

研
究
科 

工
　
学 

研

究

科 

基
礎
工
学 

理
学
研
究
科 

理
工
学
研
究
科 

研

究

科 

生
命
科
学 

経
営
研
究
科 

総
合
科
学
技
術 

 
研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計 

（注）①理学研究科数学専攻の実験実習費は、数理情報コース専攻者のみ納入する 
②理学研究科物理学専攻および理数教育専攻、理工学研究科物理学専攻の実験実習費欄
の上段は理論系、下段は実験系を表す 

③理学研究科理数教育専攻の２年次学費は、履修形態により異なる 
 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成１８年度入学学費は、前年度据え置きである 
○施設設備費は、入学年次のみ納入する（総合科学技術経営研究科を除く） 
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、東京理科大学大学院修士課程に進学

する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする（総合科学技術経営研究科は、入
学金のみ半額とする） 

○博士：学校法人東京理科大学の設置する大学の卒業者又は大学院修士課程の修了者で、東京
理科大学大学院博士後期課程に進学する者は、入学金および施設設備費を全額免除し、
実験実習費を半額とする。さらに上記の者を含む博士後期課程入学者を対象に、学業等
優秀と認められた者の授業料を半額免除とする制度がある 

 

【１】 平成１８年度　東京理科大学　入学学費 
○本表は、初年度納入を要する入学学費を示す 
○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である 
○２年次以降の実験実習費は、各専攻等により異なることがある 
○薬学部薬学科の実務薬学実習費は履修時に別途徴収する （単位：円）  

 

【２】 平成１８年度　東京理科大学大学院　入学学費 
（単位：円） 

 

本
学
の
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択 

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
産
業
技
術
研
究
助
成 

〈参考〉 （単位：千円）平成18年度　資金収支予想
資金収支　内訳 平成16年度決算 平成17年度予算 平成18年度予想

①学生生徒等納付金収入 ①人件費支出 24,907,843 15,507,011 25,581,594 15,975,407 25,651,087 16,231,207
②手数料収入 ②教育研究経費支出 1,570,850 7,823,160 1,518,036 8,860,453 1,463,561 8,689,925
③寄付金収入 ③管理経費支出 609,403 1,844,201 1,802,300 1,827,434 1,300,639 1,829,434
④補助金収入 ④借入金等利息支出 4,074,973 76,496 3,829,923 58,320 3,600,388 52,377
⑤資産運用収入 ⑤借入金等返済支出 105,780 3,286,930 399,654 1,483,160 389,486 1,483,160
⑥資産売却収入 ⑥施設関係支出 1,612,495 21,568,492 40,000 7,416,508 0 4,607,508
⑦事業収入 ⑦設備関係支出 648,865 2,053,101 616,357 2,349,154 564,964 1,481,497
⑧雑収入 ⑧資産運用支出 784,574 12,367,263 1,083,544 2,725,899 1,048,484 1,115,870
⑨借入金等収入 ⑨その他の支出 14,400,000 1,818,989 0 1,926,158 0 1,900,915
⑩前受金収入 ⑩予備費 16,605,045 16,298,153 300,000 16,688,118 300,000
⑪その他の収入 4,030,289 3,231,041 2,472,967
⑫資金収入調整勘定 ⑪資金支出調整勘定 △17,497,397 △1,518,878 △17,807,542 △1,217,335 △17,155,583 △1,483,899
〈当年度収入合計〉 〈当年度支出合計〉 51,852,720 64,826,765 36,593,060 41,705,158 36,024,111 36,207,994
⑬前年度繰越支払資金 ⑫次年度繰越支払資金 44,756,168 31,782,123 31,782,123 26,670,025 26,670,025 26,486,142
収入の部合計 支出の部合計 96,608,888 96,608,888 68,375,183 68,375,183 62,694,136 62,694,136

〈参考〉 （単位：千円）平成18年度　消費収支予想
消費収支　内訳 平成16年度決算 平成17年度予算 平成18年度予想

①学生生徒等納付金 ①人件費 24,907,843 15,278,116 25,581,594 15,975,407 25,651,087 16,316,275
②手数料 ②教育研究経費 1,570,850 12,253,979 1,518,036 13,424,887 1,463,561 13,573,454
③寄付金 ③管理経費 736,706 1,928,924 2,076,631 1,917,071 1,427,943 1,924,599
④補助金 ④借入金等利息 4,074,973 76,496 3,829,923 58,320 3,600,388 52,377
⑤資産運用収入 ⑤資産処分差額 104,403 232,916 399,654 22,180 389,486 0
⑥資産売却差額 ⑥徴収不能引当金繰入額 1,528,240 0 0 0 0 0
⑦事業収入 ⑦徴収不能免除額 648,865 0 616,357 0 564,964 0
⑧雑収入 ⑧予備費 786,574 1,083,544 300,000 1,048,484 300,000
帰属収入合計 34,358,454 35,105,739 34,145,913
基本金組入額 △9,107,475 △10,473,407 △982,854
消費収入の部合計 消費支出の部合計 25,250,979 29,770,431 24,632,332 31,697,865 33,163,059 32,166,705
当　年　度　消　費　収　支　差　額 △4,519,452 △7,065,533 996,354
前 年 度 繰 越 消 費 収 支 差 額 △3,302,126 △7,821,578 △14,887,111
翌 年 度 繰 越 消 費 収 支 差 額 △7,821,578 △14,887,111 △13,890,757

本
学
　
は
34
億
7500
万
円 

法
人 

全
体 

平
成
16
年
度 

私
学
助
成 

総
額
前
年
比
44
億
円
増 

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
は
平
成
十
六
年
度
の
私

立
大
学
・
短
大
・
高
専
に
対
す

る
補
助
金
交
付
状
況
を
発
表
し

た
。東

京
理
科
大
学
で
は
、
三
十

億
九
千
万
円
、
山
口
東
京
理
科

大
学
は
二
億
三
千
九
百
万
円
、

諏
訪
東
京
理
科
大
学
は
一
億
四

千
六
百
万
円
で
学
校
法
人
全
体

で
は
三
十
四
億
七
千
五
百
万
円

と
な
っ
た
。

全
国
の
私
立
学
校
に
対
す
る

補
助
金
総
額
は
、
前
年
度
よ
り

約
四
十
四
億
円
増
（
一
・
四
％
）

の
三
千
二
百
九
億
円
で
あ
っ
た
。

補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
大
学

は
二
十
一
校
増
え
、
五
百
二
校

と
な
り
、
一
校
あ
た
り
の
交
付

額
は
千
二
百
万
円
減
の
五
億
七

千
七
百
万
円
で
あ
っ
た
。
ま
た

学
生
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
十
六
万
六
千
円
と
な
り
昨
年

度
と
同
額
で
あ
っ
た
。

日 本 大
早 稲 田 大
慶 應 義 塾 大
東 海 大
立 命 館 大
北 里 大
近 畿 大
昭 和 大
明 治 大
東京慈恵会医科大
中 央 大
東京女子医科大
同 志 社 大
順 天 堂 大
日 本 医 科 大
東 京 理 科 大
関 西 大
自 治 医 科 大
聖マリアンナ医科大
久 留 米 大
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平成１６年度私大補助金● 交付額　　　上位２０校 ●

（　）内の数字は前年度順位／単位億円

１２９．１ 
９４．６ 
９３．１ 
６７．３ 
４６．３ 
４４．９ 
４３．０ 
４１．６ 
３７．４ 
３６．８ 
３５．８ 
３５．６ 
３５．６ 
３５．２ 
３４．９ 
３０．９ 
３０．８ 
２９．５ 
２８．４ 
２８．１

国
立
科
学
博
物
館
と
の
連
携
推
進 

本
学
学
生
は
無
料
入
館
が
可
能
に 

七
月
か
ら
本
学
は
国
立
科
学

博
物
館
が
実
施
す
る
国
立
科
学

博
物
館
大
学
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
に
参
画
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
国
立
科
学
博
物
館

の
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用
し

て
学
生
の
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
向

上
や
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
す
る
た

め
、
大
学
と
国
立
科
学
博
物
館

の
連
携
を
推
進
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
制
度
を
通
じ
、
大
学

と
国
立
科
学
博
物
館
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
十
分
に
発
揮
し
、

協
力
を
行
っ
て
い
く
。
教
育
活

動
の
具
体
的
な
連
携
内
容
に
つ

い
て
は
今
後
、
国
立
科
学
博
物

館
と
、
本
学
も
含
め
同
事
業
に

入
会
し
た
大
学
と
で
具
体
化
を

図
っ
て
い
く
予
定
。

連
携
内
容
は
次
の
と
お
り
。

①
学
生
の
無
料
入
館
（
次
の

施
設
の
常
設
展
示
に
限
る
）
▽

国
立
科
学
博
物
館
（
上
野
）
▽

筑
波
実
験
植
物
園
（
茨
城
県
つ

く
ば
市
）▽
自
然
教
育
園（
港
区
）

②
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
実
践
講
座
開
講
な
ど

の
教
育
活
動
の
連
携

③
自
然
史
セ
ミ
ナ
ー
等
開
講

な
ど
の
教
育
活
動
の
連
携

学
生
証
提
示
で
Ｏ
Ｋ

な
お
、
理
科
大
生
は
、
学
生

証
を
上
記
施
設
の
受
付
窓
口
に

提
示
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
専
用
の
チ
ケ
ッ
ト
を
受
領

す
る
こ
と
で
無
料
入
館
で
き

る
。
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

学校法人　東京理科大学　理事会学校法人　東京理科大学　理事会

平成

18
年
度

新入学生に対する学費について



東　京　理　科　大　学　報第 1 5 8号
【
同
窓
生
】

◇
金
壱
千
万
円

森
野
　
義
男
様

（
累
計
金
弐
千
九
百
五
拾
万
円
）

◇
金
壱
百
五
拾
万
円

宮
川
　
公
治
様

（
累
計
金
弐
百
五
拾
万
円
）

◇
金
壱
百
万
円

黒
沢
由
美
子
様

◇
金
七
拾
万
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
拾
万
九
千
円

武
藤
　
孝
義
様

◇
金
五
拾
万
円

青
山
　
茂
人
様

大
沼
　
満
様（
累
計
金
壱
百
万
円
）

河
本
　
幸
子
様

高
橋
　
英
美
様

野
田
八
惠
子
様

三
澤
　
　
昭
様

薮
田
　
元
志
様

◇
金
四
拾
万
円

匿
名
　
　
二
名

◇
金
参
拾
万
円

井
上
吉
靖
様（
累
計
金
六
拾
万
円
）

今
泉
　
　
浩
様

栗
原
龍
司
様（
累
計
金
六
拾
万
円
）

村
井
良
吉
様（
累
計
金
壱
百
万
円
）

山
田
　
　
秀
様

吉
田
育
子
様（
累
計
金
六
拾
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
弐
拾
五
万
円

佐
藤
文
次
様（
累
計
金
五
拾
万
円
）

和
則
様

◇
金
弐
拾
万
円

井
手
　
義
道
様

長
尾
　
義
喬
様

長
峰
博
明
様（
累
計
金
四
拾
万
円
）

播
摩
　
　
力
様

若
井
　
靜
男
様

匿
名
　
　
三
名

◇
金
壱
拾
五
万
円

川
本
英
一
様（
累
計
金
参
拾
万
円
）

多
田
　
法
子
様

橘
　
　
暢
克
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
壱
万
八
千
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
万
円

朝
比
奈
ふ
さ
子
様

阿
部
治
文
子
様

新
井
　
堅
司
様

安
藤
　
　
実
様

阿
武
　
秀
郎
様

犬
丸
　
　
淳
様

岩
本
　
信
之
様

雅
楽
隆
伸
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

内
田
　
創
英
様

遠
藤
　
洋
枝
様

大
森
　
　
實
様

小
笠
原
國
義
様

垣
田
　
英
策
様

梶
原
　
　
巡
様

加
藤
　
倫
子
様

神
林
　
常
視
様

木
下
昭
一
様（
累
計
金
参
拾
万
円
）

栗
原
　
　
實
様

河
内
　
尊
義
様

小
島
　
英
夫
様

小
林
美
喜
夫
様

小
林
　
祥
晃
様

小
町
　
伸
昭
様

金
光
　
慶
子
様

笹
岡
健
彦
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

佐
々
木
郁
美
様

佐
々
木
孝
明
様

佐
々
木
政
子
様

佐
藤
　
完
治
様

佐
藤
　
秀
子
様

座
間
　
美
和
様

嶋
津
　
　
勝
様

末
木
地
久
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

高
木
　
真
人
様

b
木
　
吉
行
様

壽
男
様

田
口
正
人
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

竹
内
　
一
晃
様

武
田
　
雅
博
様

多
田
　
　
誠
様

橘
　
　
修
一
様

筒
井
　
大
和
様

土
木
田
芳
彦
様

富
田
　
彰
男
様

内
藤
　
幸
彦
様

中
村
　
開
一
様

中
山
　
正
之
様

那
須
　
　
充
様

西
野
　
高
実
様

野
々
川
大
吾
様

旗
野
　
溥
一
様

（
累
計
金
弐
拾
壱
万
円
）

波
多
野
房
子
様

林
　
　
参
郎
様

林
　
　
俊
郎
様

藤
井
　
浩
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

藤
下
　
宏
朗
様

布
施
昭
三
玖
様

牧
野
　
正
博
様

松
井
　
辰
男
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

万
年
　
　
勲
様

宮
内
　
　
宏
様

持
地
　
保
穂
様

森
尾
修
一
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

柳
田
　
幸
成
様

山
本
　
博
之
様

渡
邉
　
達
也
様

匿
名
　
　
九
名

◇
金
六
万
円

古
賀
　
忠
男
様

b
橋

譲
様（
累
計
金
八
万
円
）

平
塚
正
好
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

◇
金
五
万
円

青
木
秀
夫
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

明
田
　
成
一
様

阿
部
　
秀
子
様

井
c

学
様

伊
佐
治
正
幸
様

石
塚
　
雅
一
様

市
ノ
川
正
信
様

市
橋
　
成
生
様

岩
見
田
　
糺
様

梅
宮
　
英
治
様

扇
原
　
　
淳
様

大
久
保
純
也
様

大
城
　
拓
海
様

大
塚
　
法
宏
様

岡
部
正
太
郎
様

荻
巣
　
常
喜
様

貝
瀬
　
慶
裕
様

加
々
美
宣
明
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

加
藤
虔
一
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

加
茂
　
定
吉
様

菊
地
　
輝
榮
様

北
村
　
清
吉
様

櫛
田
　
鉄
雄
様

工
藤
　
芳
子
様

栗
林
　
定
雄
様

小
島
　
保
彦
様

小
林
　
茂
也
様

小
林
　
親
一
様

古
宮
　
　
聰
様

古
宮
万
里
子
様

佐
伯
　
俊
一
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

坂
本
　
輝
江
様

佐
々
木
　
実
様

佐
武
　
紀
子
様

佐
藤
　
忠
夫
様

島
村
秀
男
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

清
水
　
正
久
様

城
市
　
惠
行
様

須
子
賢
二
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

鈴
木
利
江
子
様

瀬
下
　
尚
一
様

平
　
　
兼
雄
様

高
松
　
俊
昭
様

武
田
　
　
司
様

武
宮
　
利

様

田
中
　
忠
義
様

田
中
義
友
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

塚
田
　
康
夫
様

土
田
　
晃
幹
様

渡
慶
次
順
一
様

富
岡
　
秀
雄
様

中
村
　
一
夫
様

中
山
　
　
實
様

南
條
　
道
夫
様

根
本
　
衍
之
様

野
崎
　
昭
三
様

橋
本
留
美
子
様

平
松
　
　
洋
様

福
田
義
克
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

藤
村
美
佐
子
様

古
川
　
正
昭
様

古
山
　
和
弥
様

別
所
　
史
雄
様

外
園
　
昌
弘
様

保
坂
　
龍
二
様

細
野
　
睦
正
様

本
多
喜
久
子
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

槙
　
正
通
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

松
井
甚
一
郎
様

松
田
　
　
清
様

三
浦
康
男
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

三
瀬
敬
教
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

三
井
　
英
也
様

三
森
　
幹
雄
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

村
田
　
　
実
様

村
山
　
　
愿
様

持
田
　
　
豊
様

森
　
　
　
延
様

森
本
　
　
仁
様

八
嶋
　
廣
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

谷
津
　
郁
朗
様

山
岡
　
幸
高
様

山
中
信
秀
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

湯
浅
　
久
子
様

結
城
　
秀
夫
様

横
溝
　
　
武
様

吉
本
真
兵
衛
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

若

五
郎
様

匿
名
　
　
四
名

◇
金
四
万
円

植
村
　
将
人
様（
累
計
金
五
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
参
万
円

伊
藤
　
充
朗
様

川
上
　
皓
久
様

川
口
　
省
吾
様（
累
計
金
六
万
円
）

後
藤
　
良
人
様（
累
計
金
四
万
円
）

b
瀬
　
享
徳
様

中
野
　
増
男
様

根
岸
哲
一
郎
様

横
村
　
力
蔵
様

吉
田
　
　
治
様

吉
田
　
益
男
様

渡
邊
　
一
郎
様

（
累
計
金
壱
拾
参
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
弐
万
円

伊
藤
　
昭
子
様

大
澤
　
明
佳
様

大
澤
　
忠
明
様

神
倉
　
　
正
様

小
池
　
　
旭
様（
累
計
金
四
万
円
）

佐
々
木
　
武
様

菅
　
　
達
徳
様

高
橋
　
修
司
様

田
中
　
正
之
様

中
川
　
妙
子
様（
累
計
金
四
万
円
）

西
村
　
実
三
様

藤
森
　
廣
幸
様

吉
川
　
一
男
様

渡
邉
　
美
香
様

◇
金
壱
万
五
千
円

山
口
　
重
男
様

◇
金
壱
万
円

青
木
　
二
郎
様（
累
計
金
弐
万
円
）

石
塚
　
好
一
様

市
田
　
　
登
様

植
松
　
和
夫
様

遠
藤
　
一
郎
様（
累
計
金
弐
万
円
）

遠
藤
　
穆
彦
様（
累
計
金
弐
万
円
）

大
井
　
恒
宏
様（
累
計
金
弐
万
円
）

大
c
多
久
司
様（
累
計
金
弐
万
円
）

太
田
　
吏
城
様（
累
計
金
弐
万
円
）

大
町
　
　
齊
様

岡
野
　
祥
明
様

岡
安
　
　
誠
様（
累
計
金
弐
万
円
）

開
沼
　
恒
治
様

加
藤
　
大
哉
様

加
藤
　
竜
吾
様

川
手
　
鮎
子
様（
累
計
金
弐
万
円
）

川
元
　
　
昇
様

菊
池
　
郭
元
様（
累
計
金
弐
万
円
）

北
川
　
志
信
様

北
川
　
　
昇
様

北
村
　
義
明
様

木
村
　
秀
行
様

草
野
　
好
文
様

國
本
　
諭
史
様（
累
計
金
弐
万
円
）

久
保
　
卓
也
様（
累
計
金
参
万
円
）

倉
橋
　
常
雄
様

黒
谷
　
義
雄
様（
累
計
金
弐
万
円
）

小
泉
　
眞
悦
様（
累
計
金
弐
万
円
）

河
野
　
順
子
様

巷
野
　
佳
彦
様

坂
本
　
幸
教
様

佐
藤
　
　
仁
様（
累
計
金
弐
万
円
）

鮫
島
　
　
恵
様

塩
崎
　
圀
夫
様（
累
計
金
弐
万
円
）

下
地
　
賢
次
様

下
田
　
　
明
様（
累
計
金
弐
万
円
）

白
杉
　
敏
康
様

菅
谷
　
孝
彦
様

杉
山
　
秋
彦
様（
累
計
金
弐
万
円
）

鈴
木
　
　
清
様（
累
計
金
弐
万
円
）

田
井
　
正
博
様（
累
計
金
四
万
円
）

谷
澤
　
和
彦
様

中
島
　
共
一
様（
累
計
金
弐
万
円
）

永
田
　
昌
博
様

永
原
　
忠
和
様（
累
計
金
弐
万
円
）

中
村
　
直
人
様

中
村
　
　
守
様（
累
計
金
弐
万
円
）

波
田
野
　
浩
様（
累
計
金
弐
万
円
）

東
　
　
茂
芳
様

樋
口
　
治
夫
様（
累
計
金
弐
万
円
）

深
沢
　
郊
子
様

福
島
　
　
正
様（
累
計
金
弐
万
円
）

本
間
　
信
明
様

松
永
　
政
原
様

松
本
　
茂
昭
様（
累
計
金
弐
万
円
）

宮
崎
　
　
護
様

村
形
　
隆
司
様

村
上
　
誠
之
様（
累
計
金
弐
万
円
）

森
永
　
和
雄
様

柳
生
　
岳
宏
様（
累
計
金
弐
万
円
）

矢
島
　
絹
子
様（
累
計
金
弐
万
円
）

安
原
　
宏
成
様

安
本
源
次
郎
様（
累
計
金
弐
万
円
）

八
巻
　
有
道
様（
累
計
金
弐
万
円
）

山
極
　
時
生
様（
累
計
金
参
万
円
）

山
本
　
実
鶴
様

山
本
　
幸
子
様

吉
田
　
　
直
様（
累
計
金
弐
万
円
）

渡
邉
健
太
郎
様

渡
辺
　
美
映
様（
累
計
金
弐
万
円
）

匿
名
　
　
八
名

◇
金
五
千
円

海
老
根
儀
助
様

小
澤
　
基
男
様（
累
計
金
壱
万
円
）

中
尾
　
弘
三
様

◇
金
参
千
円

武
市
　
雅
至
様

◇
金
壱
千
円

清
水
　
　
靖
様

長
谷
川
正
高
様

◇
金
壱
百
五
円

浅
川
ま
ど
か
様

【
父
母
・
保
証
人
】

◇
金
壱
拾
万
円

鹿
野
　
信
吾
様

中
島
　
恒
夫
様

林
　
　
則
子
様

山
口
　
尚
久
様

◇
金
五
万
円

阿
部
　
裕
子
様

大
塚
　
惠
子
様

露
木
陽
子
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

匿
名
　
　
二
名

【
元
教
職
員
】

◇
金
壱
拾
万
円

荻
野
　
圭
三
様

【
教
職
員
】

◇
金
壱
百
万
円

幡
野
　
　
純
様

（
累
計
金
参
百
五
拾
万
円
）

真
鍋
　
恒
博
様

横
山
　
和
夫
様

◇
金
五
拾
万
円

友
岡
　
康
弘
様

二
瓶
　
好
正
様

◇
金
参
拾
万
円

澤
　
　
芳
昭
様

（
累
計
金
弐
百
七
拾
万
円
）

西
尾
　
圭
史
様

堀
場
鉚
一
朗
様

森
　
　
克
己
様

匿
名
　
　
二
名

山
本
　
　
学
様

◇
金
弐
拾
五
万
円

児
島
　
紘
様（
累
計
金
壱
百
万
円
）

武
田
　
　
健
様

（
累
計
金
壱
百
弐
拾
五
万
円
）

◇
金
弐
拾
弐
万
円

佐
々
木
有
朋
様

（
累
計
金
弐
拾
四
万
円
）

◇
金
弐
拾
万
円

築
山
光
一
様（
累
計
金
五
拾
万
円
）

中
村
　
彬
様（
累
計
金
参
拾
万
円
）

橋
本
　
巖
様（
累
計
金
四
拾
万
円
）

水
田
　
龍
信
様

渡
邉
　
俊
一
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
七
万
円

井
手
本
　
康
様

（
累
計
金
壱
拾
九
万
円
）

◇
金
壱
拾
五
万
円

阿
部
正
彦
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

鈴
木
康
一
様（
累
計
金
参
拾
万
円
）

山
田
　
俊
彦
様

（
累
計
金
参
百
壱
拾
五
万
円
）

渡
辺
　
恒
夫
様

（
累
計
金
四
拾
五
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
四
万
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
万
円

安
部
　
　
良
様

池
田
文
男
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

木
村
悦
郎
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

小
向
得
　
優
様

齊
藤
　
功
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

関
　
　
清
三
様

竹
永
満
様（
累
計
金
弐
拾
五
万
円
）

原
　
　
民
夫
様

古
川
猛
夫
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

松
野
　
　
直
様

村
田
貴
信
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

吉
田
　
巖
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

匿
名
　
　
六
名

◇
金
九
万
五
千
円

清
水
　
克
彦
様

（
累
計
金
壱
拾
万
五
千
円
）

◇
金
九
万
円

菊
地
正
様（
累
計
金
壱
拾
七
万
円
）

眞
田
　
克
典
様

（
累
計
金
壱
拾
参
万
円
）

◇
金
八
万
円

匿
名
　
　
二
名

◇
金
七
万
五
千
円

稲
坂
勤
様（
累
計
金
参
拾
五
万
円
）

◇
金
七
万
円

桃
沢
　
信
幸
様

（
累
計
金
壱
拾
壱
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
六
万
五
千
円

上
田
　
昌
毅
様

（
累
計
金
八
万
五
千
円
）

◇
金
六
万
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
万
円

清
水
大
様（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

清
水
眞
様（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

谷
口
　
　
淳
様（
累
計
金
六
万
円
）

爲
我
井
哲
夫
様

（
累
計
金
弐
拾
五
万
円
）

福
田
幸
夫
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

藤
井
　
志
郎
様

星
　
　
　
肇
様

牧
　
高
司
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

増
田
美
智
子
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

宮
川
　
良
男
様

（
累
計
金
壱
拾
九
万
円
）

山
下
　
輝
雄
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

吉
田
　
孝
博
様

渡
辺
幸
人
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

匿
名
　
　
六
名

◇
金
四
万
五
千
円

岩
崎
　
　
等
様

（
累
計
金
八
万
五
千
円
）

◇
金
四
万
円

加
納
誠
様（
累
計
金
弐
拾
四
万
円
）

宮
本
　
岩
男
様

（
累
計
金
壱
拾
参
万
参
千
円
）

柳
田
　
昌
宏
様

（
累
計
金
壱
拾
参
万
円
）

◇
金
参
万
九
千
円

白
石
　
幸
英
様

（
累
計
金
壱
拾
参
万
八
千
円
）

◇
金
参
万
五
千
円

赤
上
　
　
好
様

（
累
計
金
四
万
五
千
円
）

◇
金
参
万
円

浅
野
　
　
比
様（
累
計
金
五
万
円
）

菊
池
　
純
一
様（
累
計
金
六
万
円
）

菅
井
繁
様（
累
計
金
壱
拾
参
万
円
）

竹
村
　
哲
雄
様

（
累
計
金
壱
拾
四
万
円
）

本
山
　
好
幸
様

（
累
計
金
壱
拾
四
万
円
）

矢
島
　
博
文
様

（
累
計
金
壱
拾
四
万
円
）

吉
留
　
通
紀
様（
累
計
金
九
万
円
）

匿
名
　
　
三
名

◇
金
弐
万
五
千
円

岩
館
　
寛
大
様

茅
壁
　
猛
幸
様

（
累
計
金
六
万
五
千
円
）

久
保
寺
勝
彦
様（
累
計
金
五
万
円
）

◇
金
弐
万
円

石
渡
恵
美
子
様

（
累
計
金
五
万
五
千
円
）

清
原
　
修
二
様（
累
計
金
七
万
円
）

竹
内
　
裕
一
様

平
塚
　
三
好
様

（
累
計
金
弐
万
五
千
円
）

山
下
　
　
正
様

（
累
計
金
七
拾
九
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
万
九
千
円

赤
澤
　
豊
信
様（
累
計
金
五
万
円
）

臼
井
恵
美
子
様（
累
計
金
八
万
円
）

b
橋

正
一
様（
累
計
金
五
万
円
）

◇
金
壱
万
五
千
円

斉
藤
　
真
一
様

（
累
計
金
弐
万
五
千
円
）

中
村
　
一
夫
様

（
累
計
金
参
万
五
千
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
万
円

沖
田
　
武
光
様（
累
計
金
弐
万
円
）

河
村
　
　
洋
様（
累
計
金
四
万
円
）

高
原
　
　
光
様（
累
計
金
弐
万
円
）

巻
田
　
悦
郎
様（
累
計
金
九
万
円
）

正
木
　
　
舞
様

松
田
　
　
大
様（
累
計
金
参
万
円
）

横
山
　
秀
樹
様（
累
計
金
弐
万
円
）

◇
金
七
千
円

天
沼
　
秀
夫
様

（
累
計
金
弐
万
弐
千
円
）

◇
金
六
千
円

伊
藤
　
享
子
様

（
累
計
金
弐
万
弐
千
円
）

匿
名
　
　
一
名

【
法
人
】

◇
金
参
千
万
円

株
式
会
社
エ
ン
プ
ラ
ス
様

◇
金
壱
千
万
円

花
王
株
式
会
社
様

匿
名
　
一
社

◇
金
五
百
万
円

三
機
工
業
株
式
会
社
様

◇
金
参
百
万
円

株
式
会
社
佐
藤
秀
様

匿
名
　
一
社

◇
金
壱
百
万
円

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
様

株
式
会
社
協
和
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
様

株
式
会
社
研
究
社
様

ト
レ
ッ
ク
ス
・
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
株
式
会
社
様

◇
金
五
拾
万
円

ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
様

株
式
会
社
パ
ワ
ー
ド
コ
ム
様

株
式
会
社
サ
ン
テ
ッ
ク
設
備
積
算
様

株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｃ
様

◇
金
参
拾
万
円

株
式
会
社
カ
ワ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
様

◇
金
壱
拾
万
円

測
機
社
千
葉
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
様

株
式
会
社
中
野
町
チ
ッ
プ
様

中
野
町
産
業
株
式
会
社
様

株
式
会
社
近
藤
商
会
様

◇
金
参
万
円

イ
ビ
デ
ン
物
産
株
式
会
社
様

タ
ッ
ク
株
式
会
社
様

【
団
体
】

◇
金
壱
百
弐
拾
五
万
円

大
成
理
窓
会
様

谷
内
　
正
建
様

青
山
　
義
明
様

赤
羽
　
耕
一
様

荒
川
　
　
進
様

井
上
　
幸
紀
様

岩
田
　
俊
久
様

植
松
　
栄
作
様

梅
田
　
　
浩
様

樫
本
　
勝
重
様

加
地
　
哲
也
様

勝
俣
　
豪
仁
様

川
端
　
久
勝
様

北
川
　
裕
章
様

小
島
　
　
健
様

近
藤
　
憲
二
様

上
甲
　
　
孝
様

杉
崎
　
一
哉
様

鈴
木
　
雅
喜
様

舘
　
康
太
郎
様

長
門
　
徹
郎
様

中
道
　
隆
史
様

林
　
　
茂
幸
様

藤
岡
　
　
努
様

峯
c

勝
哉
様

矢
野
　
伸
敬
様

山
田
　
欣
美
様

米
村
　
浩
二
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
七
拾
九
万
五
千
円

東
京
理
科
大
学
理
窓
会
信
州
支
部
様

赤
岡
　
　
輝
様

浅
沼
　
直
子
様

池
田
　
通
夫
様

上
原
　
光
子
様

海
野
　
安
彦
様

小
坂
　
要
助
様

片
桐
　
　
壽
様

金
井
　
　
眞
様

神
田
　
信
之
様

栗
林
　
佳
子
様

黒
河
内
千
穂
様

小
林
　
秀
一
様

小
松
　
將
義
様

坂
口
　
　
浩
様

薩
摩
林
　
光
様

白
鳥
　
周
雄
様

b
池
　
英
次
様

谷
　
　
憲
昭
様

茅
野
　
芳
男
様

飛
田
ゆ
う
子
様

中
村
孝
四
郎
様

中
村
　
　
俊
様

伏
見
　
信
彦
様

藤
原
　
英
明
様

御
子
柴
　
廣
様

水
庫
　
英
喜
様

南
澤
　
ま
き
様

宮
崎
　
　
護
様

柳
沢
　
秋
功
様

山
浦
　
由
郎
様

山
口
多
佳
士
様

山
崎
　
一
信
様

◇
金
六
拾
八
万
円

理
窓
企
業
人
会
周
年
募
金
様

（

年
会
員
一
同
）

（
累
計
金
八
拾
万
円
）

相
澤
　
興
二
様

池
田
佐
喜
男
様

石
原
　
吉
嗣
様

黒
田
　
憲
一
様

小
松
　
良
行
様

近
藤
　
天
彦
様

白
木
　
　
学
様

鈴
木
　
弘
昭
様

◇
金
参
拾
参
万
壱
千
円

幡
野
・
古
江
研
　
卒
業
生
の
会
様

（
累
計
金
参
拾
四
万
七
千
円
）

幡
野
　
　
純
様

井
坂
　
　
哲
様

石
田
　
洋
一
様

五
十
野
　
崇
様

枝
根
　
　
功
様

柏
谷
　
隆
昭
様

賀
藤
　
誠
司
様

加
藤
　
幸
久
様

小
林
　
英
登
様

佐
藤
　
　
一
様

舘
森
　
修
一
様

永
井
　
幸
子
様

中
川

郎
様

半
杭
　
洋
代
様

廣
津
留
秀
樹
様

藤
澤
　
麗
子
様

藤
田
　
佳
子
様

堀
　
　
克
久
様

宮
下
　
　
元
様

宮
本
　
和
徳
様

山
川
　
裕
也
様

吉
水
　
靖
博
様

◇
金
参
拾
万
円

竹
中
工
務
店
東
京
理
窓
会
様

澤
田
日
出
海
様

阿
部
　
隆
之
様

伊
谷
　
　
峰
様

大
澤
　
　
悟
様

大
下
　
知
英
様

岡
崎
　
俊
樹
様

岡
村
　
克
己
様

片
山
雄
一
郎
様

勝
田
　
尚
哉
様

金
子
　
裕
一
様

川
人
　
尚
美
様

菊
井
　
康
之
様

小
林
　
昭
彦
様

小
吹
　
達
哉
様

齊
藤
　
　
智
様

斎
藤
　
俊
夫
様

坂
口
　
　
彰
様

鈴
木
　
清
丈
様

須
田
　
邦
雄
様

関
根
　
正
紀
様
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曽
根
　
慶
一
様

b
橋

拡
様

田
中
　
英
裕
様

野
原
　
聰
哲
様

橋
崎
　
雅
宏
様

広
重
　
隆
明
様

深
水
　
　
徹
様

星
野
佳
代
子
様

前
田
　
忠
雄
様

増
村
　
清
人
様

松
岡
　
久
史
様

松
本
　
一
徳
様

宮
地
　
克
彰
様

宮
下
　
信
顕
様

森
田
　
真
弘
様

八
木
下
知
己
様

山
本
　
統
之
様

渡
辺
　
秀
幸
様

◇
金
弐
拾
九
万
円

理
窓
卓
球
会
様
（
体
育
局
卓
球
部

Ｏ
Ｂ
会
）

（
累
計
金
壱
百
弐
拾
六
万
円
）

橋
口
　
隆
一
様

安
藤
　
俊
建
様

荻
原
　
俊
輔
様

小
野
寺
正
紀
様

海
津
　
　
洸
様

小
足
　
伸
治
様

古
宮
　
　
聰
様

小
山
　
嘉
章
様

斎
藤
　
俊
彦
様

齋
藤
　
文
子
様

島
田
　
健
夫
様

住
　
　
宏
夫
様

関
口
　
伸
子
様

長
井
　
祐
一
様

橋
口
　
悦
子
様

橋
口
　
俊
介
様

張
替
　
鋼
一
様

張
替
　
礼
子
様

福
西
　
修
三
様

古
屋
　
正
治
様

村
瀬
　
　
悟
様

安
塚
　
壱
吉
様

◇
金
弐
拾
五
万
弐
千
円

応
用
物
理
学
科
昭
和
４
０
年
卒
業

有
志
様

阿
部
　
治
男
様

石
坂
　
工
児
様

遠
藤
　
勝
利
様

大
津
　
健
生
様

岡
澤
　
　
毅
様

蒲
生
　
光
子
様

橘
高
　
　
実
様

木
ノ
切
恭
治
様

河
本
　
綏
雄
様

斎
藤
　
光
紀
様

酒
井
　
邦
英
様

桜
井
　
　
功
様

b
橋
　
通
明
様

谷
口
　
紘
一
様

塚
本
　
桓
世
様

都
築
　
武
志
様

手
戸
　
雄
吾
様

新
田
　
正
義
様

長
谷
川
春
一
様

幡
野
　
　
純
様

三
上
　
雅
一
様

三
谷
　
　
進
様

宮
内
　
　
宏
様

三
好
　
浩
靖
様

村
井
　
一
正
様

山
田
　
建
己
様

◇
金
弐
拾
万
円

自
動
車
部
Ｏ
Ｂ
会
様

◇
金
壱
拾
五
万
参
千
円

工
学
部
経
営
工
学
科
矢
野
研
究
室

Ｏ
Ｂ
会
様

Ｏ
Ｂ
会
有
志
様

◇
金
壱
拾
五
万
円

武
田
研
究
室
同
門
様

武
田
　
　
健
様

◇
金
壱
拾
参
万
五
千
円

理
窓
会
福
岡
支
部
様

長
　
　
信
成
様

稲
冨
　
　
広
様

浦
志
　
英
二
様

川
口
　
邦
子
様

菊
竹
　
隆
治
様

桑
田
　
厚
司
様

小
嶌
　
弘
二
様

新
飼
　
友
一
様

高
尾
　
真
一
様

武
田
　
信
也
様

筒
井
　
裕
芳
様

永
島
　
正
義
様

新
田
　
清
徳
様

前
田
幸
之
助
様

◇
金
壱
拾
参
万
弐
百
円

理
庭
会
様（
硬
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
）

（
累
計
金
弐
拾
弐
万
四
千
弐
百
円
）

幡
野
　
　
純
様

池
田
　
陽
一
様

井
桁
　
浩
二
様

石
川
　
　
浩
様

岡
田
　
幹
雄
様

岸
波
　
勝
也
様

小
林
　
雅
治
様

齋
藤
　
正
志
様

鈴
木
　
伸
岳
様

鈴
木
　
裕
子
様

鷹
見
　
真
理
様

永
井
正
一
郎
様

長
野
　
　
誠
様

野
村
　
幸
史
様

府
川
　
直
弘
様

森
尾
　
修
一
様

矢
田
　
有
美
様

山
田
　
正
明
様

◇
金
壱
拾
弐
万
円

小
江
戸
の
会
２
０
０
５
様

栗
原
　
照
夫
様

青
木
　
秀
夫
様

石
原
　
信
一
様

大
塚
　
和
市
様

金
元
　
哲
夫
様

金
子
　
　
聰
様

金
子
　
正
明
様

栗
原
　
　
実
様

小
山
　
　
誠
様

菅
原
　
俊
一
様

諏
訪
部
喜
義
様

関
　
　
邦
彦
様

土
田
　
晃
幹
様

橋
本
　
　
隆
様

松
井
　
辰
男
様

山
下
　
一
朗
様

山
下
　
　
正
様

山
田
　
義
幸
様

脇
　
　
國
男
様

◇
金
壱
拾
万
円

Ⅱ
部
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
様

黒
江
　
　
淳
様
他

工
学
部
　
谷
研
究
室
様

工
学
部
　
谷
研
究
室
有
志
様

◇
金
九
万
弐
千
円

理
窓
ス
マ
ッ
シ
ュ
会
様

（
累
計
金
壱
拾
壱
万
弐
千
円
）

石
井
　
雅
也
様

加
納
　
　
誠
様

栗
原
　
良
平
様

猿
渡
　
一
男
様

根
岸
　
　
秀
様

松
丸
　
昌
平
様

丸
山
与
士
次
様

村
上
　
　
渡
様

山
下
　
敦
也
様

◇
金
七
万
円

小
玉
研
究
室
卒
業
者
会
（
Ｋ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
）
Ｈ
１
７
有
志
様

近
藤
　
英
世
様

内
藤
　
伸
一
様

中
川
　
利
久
様

中
島
　
正
樹
様

村
井
　
良
吉
様

◇
金
四
万
五
千
円

群
馬
理
窓
倶
楽
部
様

（
累
計
金
壱
拾
七
万
円
）

飯
島
　
理
之
様

石
原
十
三
夫
様

福
島
　
正
明
様

◇
金
参
万
円

理
工
・
澤
研
同
窓
会
様

（
累
計
金
参
拾
八
万
参
千
円
）

平
岩
　
次
郎
様

岩
本
　
　
仁
様

金
子
　
　
隆
様

淵
田
　
俊
明
様

古
谷
　
　
守
様

◇
金
弐
万
壱
千
円

１
部
軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
様

◇
金
弐
万
円

理
窓
会
神
奈
川
支
部
横
須
賀
地
区

会
様

◇
金
五
千
円

外
濠
会
様

古
正
　
裕
紀
様

【
現
物
寄
付
】

福
本
　
利
道
様

五
拾
円
切
手
二
百
枚
（
壱
万
円
）

○
入
金
額

﹇
個
人
﹈

五
千
壱
百
参
万
弐
千

壱
百
五
円

（
四
百
四
十
七
名
）

﹇
法
人
﹈

六
千
七
百
七
拾
六
万
円

（
二
十
一
社
）

﹇
団
体
﹈
五
百
弐
拾
六
万
九
千
弐

百
円
（
二
十
二
団
体
）

○
寄
付
総
額

（
二
〇
〇
三
年
十
一
月
一
日
〜
二

〇
〇
五
年
七
月
三
十
一
日
）

﹇
個
人
﹈

参
億
四
千
四
百
五
拾

七
万
参
千
弐
百
八
拾
六
円

（
千
九
百
七
十
七
名
）

﹇
法
人
﹈

壱
億
七
千
八
百
壱
拾

九
万
円
（
百
八
社
）

﹇
団
体
﹈
九
百
五
拾
七
万
弐
千
弐

百
円
（
五
十
団
体
）
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理理

窓窓

会会
だ
よ
り

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回

は
、
二
〇
〇
五
年
五
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
お
振
込
み

い
た
だ
い
た
分
で
す
。

ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
　
TEL
〇
三
・
五
二
二

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三

＊e-m
ail：
125shunen@

adm
in.tus.ac.jp

＊U
R
L
:http://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先

●
理
窓
会
組
織
と
役
員

理
窓
会
の
組
織
は
公
認
団
体

と
し
て
、
支
部
、
関
連
組
織
そ

し
て
認
定
団
体
が
あ
り
ま
す
。

理
窓
会
本
部
は
、
会
長
・
幹
事

長
を
中
心
に
常
任
幹
事
会
が
組

織
化
さ
れ
、
常
任
幹
事
会
の
下

に
、
各
委
員
会
が
あ
り
、
各
委

員
会
に
は
小
委
員
会
・
専
門
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。
支
部
は
都

道
府
県
ご
と
に
組
織
化
さ
れ
、

北
海
道
支
部
か

ら
沖
縄
支
部
ま

で
四
十
七
支
部

が
あ
り
ま
す
。
規
模
の
大
き
い

支
部
に
は
地
区
ご
と
に
活
動
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

理
窓
会
の
組
織
上
、
卒
業
生

（
理
窓
会
員
）
は
こ
の
支
部
の

い
ず
れ
か
に
属
し
て
い
ま
す
。

各
支
部
は
支
部
長
を
中
心
に
活

発
に
理
窓
会
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
あ
る
目
的
を
持
っ
た

卒
業
生
同
志
が
組
織
化
し
た
関

連
団
体
お
よ
び
認
定
団
体
が
あ

り
、
現
在
、
関
連
団
体
は
六
団

体
、
認
定
団
体
は
六
団
体
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
ク

ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
、
研
究
室
の
Ｏ

Ｂ
会
さ
ら
に
は
同
期
会
等
多
数

の
団
体
が
任
意
団
体
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

理
窓
会
本
部
の
役
員
は
、
三

年
毎
に
会
員
の
互
選
に
よ
り
支

部
単
位
に
会
員
数
に
応
じ
て
幹

事
が
選
出
さ

れ
、
百
五
十
五

人
の
幹
事
が
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
幹
事
の
互

選
に
よ
り
常
任
幹
事
十
三
人
が

選
出
さ
れ
、
同
時
に
、
会
員
の

中
か
ら
幹
事
の
投
票
に
よ
り
監

査
委
員
二
人
が
選
出
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
常
任
幹
事
十
三

人
の
互
選
に
よ
り
幹
事
長
が
選

出
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
会
長
は
、
常
任
幹
事

会
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
幹
事

会
で
投
票
の
上
決
定
さ
れ
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
本
部
役
員
に

は
理
窓
会
の
活
動
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
会
員
に
対
し
て
顧

問
・
参
与
の
称
号
授
与
の
制
度

が
あ
り
、
常
任
幹
事
会
で
厳
選

の
上
認
定
し
ま
す
。

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://risoukai.rikadai.jp/

全
国
47
支
部
＋

各
種
団
体
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＊
会
場
の
都
合
に
よ
り
入
場
制

限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

九
月
二
十
三
日（
祝
）・
九
月

二
十
四
日
（
土
）
・
十
月
一
日

（
土
）の
三
日
間
、
中
学
生
の
た

め
の
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

「
環
境
の
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
学

ぼ
う
〜
環
境
に
や
さ
し
い
サ
イ

エ
ン
ス
と
匠

た
く
みの
世
界
へ
よ
う
こ

そ
〜
」
を
開
催
し
、
地
元
の
中

学
生
と
ご
父
母
ら
約
五
十
人
が

参
加
し
た
。

第
一
日
目
は
、
午
前
中
に
水

素
燃
料
電
池
の
講
義
、
実
験
を

行
っ
た
後
、
午
後
か
ら
施
設
見

学
。
学
生
Ｔ
Ａ
の
引
率
で
五
つ

の
実
験
・
実
習
を
体
験
し
た
。

実
験
中
は
、
全
員
が
白
衣
を
着

用
し
、
さ
な
が
ら
未
来
の
科
学

者
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
中
学
校

の
理
科
室
で
は
体
験
で
き
な
い

数
々
の
実
験
に
驚
き
と
感
動
の

連
続
で
、
サ
イ
エ
ン
ス
へ
の
興

味
を
十
分
に
味
わ
っ
た
。

第
二
日
目
は
、
地
元
山
陽
小

野
田
市
に
あ
る
山
口
県
で
唯
一

の
ワ
イ
ン
醸
造
所
「
山
口
ワ
イ

ナ
リ
ー
」
で
ブ
ド
ウ
の
収
穫
作

業
を
中
心
と
し
た
体
験
学
習
。

環
境
に
や
さ
し
い
ワ
イ
ン
作
り

の
講
義
を
聞
い
た
後
、
醸
造
所

の
中
で
ワ
イ
ン
の
製
造
過
程
を

見
学
し
、
実
際
に
ブ
ド
ウ
の
収

穫
作
業
を
体
験
し
た
。
収
穫
作

業
の
後
は
、
お
楽
し
み
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
！
自
然
の
息
吹

を
肌
で
感
じ
、
大
地
の
恵
み
に

感
謝
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
大

い
に
語
り
、
大
い
に
食
べ
た
。

ま
た
余
興
で
は
、
ハ
ン
ド
ベ
ル

の
演
奏
会
も
あ
り
、
夕
べ
と
と

も
に
幻
想
的
な
音
色
が
響
き
渡

っ
た
。

最
終
日
の
三
日
目
は
、
大
学

で
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
科
学
講
義

を
行
っ
た
後
、
地
元
山
陽
小
野

田
市
の
「
き
ら
ら
ガ
ラ
ス
未
来

館
」
で
工
芸
作
品
を
鑑
賞
し
、

実
際
に
工
芸
作
品
の
”
も
の
づ

く
り

“
を
体
験
し
た
。
ま
た
、

工
芸
作
家
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル

ガ
ラ
ス
の
製
造
工
程
も
見
学

し
、
廃
ガ
ラ
ス
瓶
か
ら
芸
術
作

品
へ
と
昇
華
さ
せ
る
匠
の
技
に

皆
が
拍
手
喝
采
し
、
芸
術
の
秋

を
堪
能
し
た
一
日
だ
っ
た
。

三
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
す
べ
て

に
参
加
し
た
二
十
六
人
に
は
、

学
長
か
ら

”
ジ
ュ
ニ
ア
サ
イ
エ

ン
ス
博
士
号

“
の
学
位
を
授
与

さ
れ
、
三
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
は

幕
を
閉
じ
た
。

な
お
、
翌
日
の
高
校
生
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
中
学
生
が
数

人
来
学
し
、
向
学
心
と
探
究
心

溢
れ
る
未
来
の
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
。

山
口
東
京
理
科
大
学 
山
口
東
京
理
科
大
学 

NewsNews
〒756-0884

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
学
通
一
ー
一
ー
一 

　
０
８
３
６
・
８
８
・
３
５
０
０（
代
表
） 

http://w
w
w
.yam

a.tus.ac.jp/

　
山
英
男
先
生
を
招
い
て

学
力
改
善
「
百
ま
す
計
算
」
の

竜
王
祭
期
間
中
に
教
育
講
演
会

諏
訪
東
京
理
科
大
学 

諏
訪
東
京
理
科
大
学 

NewsNews
〒391-0292

長
野
県
茅
野
市
豊
平
五
〇
〇
〇
ー
一 

　
０
２
６
６
・
７
３
・
１
２
０
１（
代
表
） 

http://w
w
w
.suw

a.tus.ac.jp/

十
一
月
十
九
日（
土
）の
竜
王

祭
期
間
中
に
「
百
ま
す
計
算
」

で
お
な
じ
み
の
尾
道
市
立
土
堂

小
学
校
長
・
文
部
科
学
省
中
央

教
育
審
議
会
委
員
の

山
英
男

先
生
を
招
き
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
主
催
の
特
別
教
育
講
演
会

を
開
催
す
る
。

山
先
生
は

兵
庫
県
朝
来
町

山
口
小
学
校
教

諭
時
代
に
「
百

ま
す
計
算
」
を

は
じ
め
と
す
る

独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
い
た
「
読
み
書
き
計
算
」
の

徹
底
反
復
練
習
を
実
践
し
、
同

時
に
家
庭
生
活
を
改
善
す
る
こ

と
で
子
供
た
ち
の
学
力
を
驚
異

的
に
伸
ば
し
、
そ
の
”

山
メ

ソ
ッ
ド
“
と
い
わ
れ
る
教
育
手

法
は
全
国
の
小
学
校
で
広
く
採

用
さ
れ
て
い
る
。
教
育
問
題
に

関
心
の
あ
る
方
、
特
に
小
学
生

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
、

就
学
前
の
ご
父
母
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
19
日
（
土
）

15：

00
〜

▽
会
場
：
本
学
５
号
館
２
階

５
２
０
１
教
室

▽
対
象
：
高
校
生
以
上

▽
受
講
料
・
事
前
申
し
込

み
：
不
要

▽
お
問
い
合
わ
せ
：
本
学
庶

務
課
　
TEL
０
８
３
６
・
８
８
・

マイナス196℃の世界を使って、即席アイス作り！

楽しんだ！体験学習
親子92人 サイエンス夢合宿

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
ブ
ド
ウ
収
穫
体
験
学
習

ガラス工芸ものづくり体験に熱中

本
学
で
は
、
今
年
の
後
期
の

授
業
か
ら
「
非
接
触
型
の
出
席

管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
中
・
四

国
・
九
州
地
区
の
大
学
で
は
初

め
て
の
導
入
で
、
西
日
本
地
区

の
大
学
で
も
わ
ず
か
二
大
学
し

か
な
い
（
本
年
四
月
現
在
）
。

こ
れ
ま
で
は
、
教
員
が
点
呼

を
と
っ
た
り
、
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
さ
せ
て
学
生
の
出
席
状
況
を

把
握
し
て
い
た
が
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
で
は
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
埋

め
込
ん
だ
学
生
証
を
装
置
に
か

ざ
す
だ
け
で
瞬
時
に
デ
ー
タ
を

読
み
取
り
、
正
確
な
出
席
状
況

を
把
握
で
き
る
＝
写
真
。

本
学
で
は
、
学
生
を
四
年
間

で
”い
か
に
高
付
加
価
値
を
付

け
る
か

“
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
緻

密
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

し
、
全
国
に
先
駆
け
た
先
進
的

な
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト
（
Ｆ
Ｄ
）﹇
教
員

が
授
業
内
容
・
方
法
を
改
善
し
、

向
上
さ
せ
る
た
め
の
組
織
的
な

取
り
組
み
﹈
を
積
極
的
か
つ
継

続
的
に
推
進
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
第
一
に
、
学

生
自
身
が
授
業
に
出
席
す
る
こ

と
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。

今
後
は
、
精
度
の
高
い
全
学

生
の
出
席
デ
ー
タ
を
教
職
員
が

共
有
す
る
こ
と
で
、
学
習
指
導

や
学
習
相
談
を
迅
速
に
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、
七
月
三
十
日（
土
）、
七
月

三
十
一
日（
日
）の
二
日
間
、
小

学
校
五
・
六
年
生
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
公
開
講
座

「
サ
イ
エ
ン
ス
夢
合
宿
」
を
開

催
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
夏
休

み
期
間
中
、
大
学
内
に
あ
る
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
親
子
で
宿
泊

し
て
体
験
学
習
を
し
て
も
ら
い
、

科
学
の
芽
を
養
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
講
座
で
、
今
年
で
四
回

目
。
抽
選
で
選
ば
れ
た
四
十
六

組
九
十
二
人
が
参
加
。
子
ど
も

た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
楽
し
い
体
験

学
習
に
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

第
一
日
目
の
体
験
コ
ー
ス
で

は
、
三
班
に
分
か
れ
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
太
陽
の
光
や

蛍
光
灯
の
光
を
分
光
し
て
、
色

の
仕
組
み
を
理
解
す
る
実
験

や
、
液
体
窒
素
を
使
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
物
質
を
低
温
に
冷
や
し

生
じ
る
現
象
を
体
験
す
る
実
験
、

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
が
私
た
ち
の
生
活
を
便
利
に

し
て
い
る
「
し
く
み
」
に
つ
い

て
考
え
る
講
座
を
行
っ
た
。

第
二
日
目
の
も
の
づ
く
り
コ

ー
ス
で
は
、
六
班
に
分
か
れ
、

電
子
回
路
を
使
っ
て
蛍
の
光
を

再
現
し
た
り
、
二
枚
の
凸
レ
ン

ズ
を
使
っ
て
顕
微
鏡
を
製
作
し

た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
た
電
子
タ

イ
マ
ー
等
を
作
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
自
分
で
つ
く
っ
た
も
の

を
う
れ
し
そ
う
に
眺
め
て
い
た
。

本
学
第
一
期
生
が
、
来
年
三

月
に
卒
業
、
新
社
会
人
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
卒
業
予
定
者
は
二
百
七
十

人
。
う
ち
、
約
八
一
％
が
就
職

を
希
望
、
一
五
％
が
進
学
を
希

望
し
て
い
る
。
十
月
十
一
日
現

在
の
内
定
率
は
、
就
職
希
望
者

が
八
二
％
、
進
学
希
望
者
が
九

〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
期
生
の
六
六
％
が
長
野

県
出
身
で
、
就
職
を
希
望
す
る

先
は
長
野
県
内
の
電
気
・
機
械

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
製
造
業
が
中

心
で
あ
る
。

長
野
県
内
出
身
で
就
職
希
望

者
百
七
十
七
人
の
う
ち
、
長
野

県
内
の
企
業
へ
の
就
職
内
定
は

百
五
十
四
人
、
内
定
率
は
八

七
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
、
諏
訪
圏
域
出
身
で
就
職

希
望
者
の
内
定
状
況
を
見
て
み

る
と
、
希
望
者
三
十
三
人
の
う

ち
諏
訪
圏
域
内
の
企
業
へ
の
就

職
内
定
は
二
十
九
人
、
内
定
率

九
三
％
と
い
う
高
い
数
字
を
出

し
て
い
る
。
本
学
学
生
の
就
職

動
向
は
、
地
元
密
着
型
で
あ

り
、
ま
た
地
元
企
業
か
ら
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
就
職
内
定
状

況
と
言
え
る
。

一
九
九
〇
年
に
開
学
し
た
本

学
の
前
身
東
京
理
科
大
学
諏
訪

短
期
大
学
は
、
電
気
や
精
密
な

ど
の
機
械
系
製
造
業
の
集
積
地

で
あ
る
諏
訪
圏
に
理
工
系
の
大

学
を
誘
致
し
た
い
と
の
長
野

県
、
地
元
六
市
町
村
、
産
業
界

か
ら
の
要
請
と
協
力
の
も
と
設

置
さ
れ
た
。
そ
の
後
十
三
年
間

に
延
べ
約
三
千
八
百
人
の
卒
業

生
を
輩
出
し
て
い
る
。
二
〇
〇

二
年
に
四
年
制
大
学
へ
と
改
組

転
換
。「
工
学
」
と
「
経
営
学
」

の
融
合
教
育
を
実
践
し
「
経
営

セ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
技
術
者
」

「
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
た
技
術

者
」
、
ま
た
「
技
術
セ
ン
ス
あ

ふ
れ
る
経
営
の
プ
ロ
」
の
育
成

を
目
指
し
て
い
る
。

第
一
期
生
に
は
、
大
学
で
の

四
年
間
の
経
験
を
活
か
し
て
自

信
を
持
っ
て
地
元
経
済
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

初の父母懇談会を開催します
◆日時：11月５日（土）　受付開始　12：30～
　　　　＊講演会参加希望者は10：30～受付開始

◆場所：本学６号館621教室
◆スケジュール：
　　11：00～11：45　講演会：

�本学共通教育センター

　助教授・篠原菊紀

　テーマ「理大発　脳トレツアー」

　　12：00～　　　昼食：

�学生食堂で昼食「八ヶ岳定食」を用意し

ています。ご利用ください

　　13：00～　　　父母懇談会全体会：

�本学、各学部の現況報告

�課外活動、奨学金制度、就職状況について

�大学の地域貢献活動について

　　14：00～16：00　学科別懇談会：

�学科の現況説明

�学科により研究室、授業の紹介等

�学科教員による個別相談コーナー

◆問い合わせ先：本学　学務課
 TEL：0266-73-1354（直）　koho-suwa@admin.tus.ac.jp

篠原菊紀助教授

一
期
生
、巣
立
ち
へ
着
々

地
元
密
着
型
で
就
職
活
動
好
調

環
境
の
た
め
の
サ
イ
エ
ン
ス

楽
し
く
学
び
感
動
の
３
日
間

中
学
生
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
く

８月６日（土） 茅野市の祭り「茅野どんばん」が開催され、
本学も踊り連に参加した。30回目の節目を迎える今年は、過去
最多の71連が参加。晴天に恵まれ、本学からは学生が中心に教
職員、家族、友人など総勢50人が参加した。メイン会場である
市役所通りを踊り歩き、祭りを盛り上げた＝写真。

茅
野
ど
ん
ば
ん
に
今
年
も
参
加

かざすだけでOK！

最新鋭出席管理
システムを導入

　山英男先生
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景
気
は
原
油
高
騰
の
不
安
要

因
は
あ
る
も
の
の
、
一
進
一
退

の
「
踊
り
場
」
か
ら
の
脱
出
を

確
認
し
つ
つ
あ
る
。
雇
用
環
境

も
団
塊
の
世
代
が
大
量
の
定
年

退
職
を
迎
え
る
二
〇
〇
七
年
問

題
や
少
子
化
に
よ
る
労
働
力
人

口
の
減
少
及
び
生
産
調
整
の
進

行
な
ど
を
背
景
に
「
買
い
手
市

場
」
か
ら
「
売
り
手
市
場
」
と

な
り
、
企
業
を
取
り
巻
く
求
人

状
況
が
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

氷
河
期
の
基
本
姿
勢
で
あ
る

「
質
重
視
」
の
厳
選
採
用
か
ら

質
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
数

（
量
）
の
確
保
も
優
先
へ
の
両

面
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

本
年
度
の
就
職
状
況
は
「
企

業
の
倫
理
憲
章
」
が
一
定
の
歯

止
め
と
な
り
、
一
部
を
除
い
て

採
用
活
動
の
早
期
化
に
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
り
、
四
月
か
ら
一
斉

に
選
考
が
ス
タ
ー
ト
し
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
合
否
、
さ
ら

に
筆
記
試
験
や
面
接
試
験
が
始

ま
っ
た
。
内
定
出
し
も
四
月
下

旬
か
ら
五
月
連
休
明
け
が
ピ
ー

ク
と
な
り
、
五
月
中
旬
ま
で
集

中
的
に
続
い
た
。

複
数
の
企
業
に
内
々
定
す
る

学
生
と
そ
う
で
な
い
学
生
と
の

「
二
極
化
」
は
、
求
人
状
況
が

様
変
わ
り
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
む
し
ろ
固
定
化
す
る
傾

向
が
あ
る
。
本
年
度
、
本
学
に

対
す
る
求
人
件
数
は
別
表
の
と

お
り
四
千
二
百
三
件
と
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、

建
設
、
窯
業
、
輸
送
用
機
器

（
自
動
車
）
が
大
幅
に
増
え
、

電
機
・
機
械
も
増
加
し
て
い

る
。
反
面
、
自
由
応
募
が
主
体

で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
か
ら
の
応
募
が

可
能
な
商
社
、
放
送
、
広
告
な

ど
か
ら
の
求
人
は
減
少
し
て
い

る
。
ま
た
、
都
道
府
県
別
の
求

人
件
数
は
大
都
市
圏
で
増
加
し

て
い
る
が
、
地
方
で
は
地
域
間

に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
就
職
状
況
下
、
多

数
の
学
生
か
ら
採
用
内
定
の
報

告
が
あ
り
、
本
年
度
の
就
職
戦

線
は
終
盤
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。

教
員
採
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
首
都
圏
を
中
心
に
「
二
〇

〇
七
年
問
題
」
へ
の
対
応
か
ら

教
員
の
需
要
が
増
加
し
、
教
員

採
用
試
験
受
験
者
の
合
格
率
は

高
く
な
っ
て
い
る
。
希
望
者
は

こ
の
時
期
を
逃
さ
ず
本
学
の
伝

統
で
あ
る
教
育
界
に
多
数
進
ん

で
ほ
し
い
。

三
年
生
、
修
士
一
年
生
に
対

す
る
進
路
支
援
行
事
と
し
て
六

月
の
「
第
一
回
進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
に
続
い
て
十
月
か
ら
「
第

二
回
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」「
業

界
研
究
会
・
企
業
研
究
セ
ミ
ナ

ー
」
、
理
窓
企
業
人
会
に
よ
る

会
社
説
明
会
（
本
学
Ｏ
Ｂ
が
社

長
・
役
員
の
企
業
を
招
聘
し
て

行
う
）
や
「
就
職
マ
ナ
ー
講
習

会
」「
就
職
面
接
講
習
会
」「
職

業
適
性
検
査
・
Ｓ
Ｐ
Ｉ
検
査
」

等
の
各
種
模
擬
試
験
を
実
施
す

る
。
こ
れ
ら
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
、
就
職
（
進
路
）
へ

の
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
。

就
職
課
は
、
学
生
諸
君
が
気

楽
に
立
ち
寄
っ
て
進
路
相
談
や

企
業
研
究
等
が
で
き
、
ま
た
進

路
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
速

や
か
に
提
供
で
き
る
課
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
学
生
諸
君
の
積

極
的
な
活
用
を
歓
迎
し
ま
す
。

●
理
大
完
成
期

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）

に
第
二
代
学
長
に
真
島
正
市
先

生
が
就
任
し
、
真
島
学
長
は
理

科
系
大
学
と
し
て
の
基
盤
整
備

に
着
手
す
る
。
昭
和
三
十
三

年
、
学
科
増
設

に
よ
り
社
会
的

要
求
に
応
え
る

と
と
も
に
研
究

面
の
充
実
を
は

か
り
、
研
究
業

績
の
昂
揚
と
次

の
時
代
を
担
う

研
究
者
の
養
成

を
目
指
し
て
、

数
学
、
物
理
、

化
学
の
三
専
攻

を
も
つ
大
学
院

理
学
研
究
科
修

士
課
程
を
設

置
。
第
一
回
入

学
式
を
行
っ
た
。
続
い
て
昭
和

三
十
六
年
に
は
同
研
究
科
博
士

課
程
も
設
置
す
る
。

昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
自

然
が
豊
か
で
広
大
な
野
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
理
工
学
部
の
建
設
が

開
始
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
一
年
に
原
子
物
理

学
の
権
威
者
で
あ
る
菊
池
正
士

先
生
が
第
三
代
学
長
に
就
任
。

野
田
地
区
の
教
育
研
究
施
設
の

整
備
充
実
が
進
行
す
る
。

戦
後
、
教
育
制
度
の
改
革
に

よ
り
大
学
の
大
衆
化
が
進
み
、

価
値
観
の
多
様
化
、
教
育
と
学

生
間
の
疎
外
感
な
ど
種
々
の
問

題
が
惹
起
さ
れ
た
。
ま
た
、
急

激
な
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
う

授
業
料
値
上
げ
等
に
よ
り
七
〇

年
代
初
め
に
か
け
て
反
体
制
的

学
生
運
動
が
盛
ん
と
な
り
、
全

国
規
模
の
大
学
紛
争
と
な
る
。

●
危
機
を
脱
出

本
学
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
く
、
昭
和
四

十
四
年
秋
に
は

野
田
キ
ャ
ン
パ

ス
が
バ
リ
ケ
ー

ド
封
鎖
さ
れ
、

続
い
て
神
楽
坂

キ
ャ
ン
パ
ス
も

封
鎖
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
社
会

情
勢
の
下
、
昭

和
四
十
五
年
に

は
大
学
運
営
の

経
常
経
費
に
対

す
る
国
庫
助
成

が
始
ま
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
日
本
経
済
も

急
速
に
悪
化
し
て
、
昭
和
四
十

八
年
後
半
か
ら
は
石
油
危
機
に

端
を
発
し
た
狂
乱
物
価
に
よ
っ

て
、
大
学
の
人
件
費
も
急
上
昇

し
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
私
学
の
財

政
危
機
が
叫
ば
れ
、
全
国
の
私

立
大
学
の
八
割
が
学
費
の
値
上

げ
を
発
表
す
る
に
及
び
、
国
は

つ
い
に
昭
和
五
十
年
、
私
学
振

興
助
成
法
を
制
定
し
、
翌
五
十

一
年
度
か
ら
施

行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
の
結
果
、

私
立
大
学
の
財

政
的
危
機
は
避

け
ら
れ
た
。
一

方
、
国
は
私
学

の
財
政
安
定
を

図
る
と
同
時
に

大
学
の
新
設
、

学
部
学
科
の
増

設
等
を
抑
制
す

る
方
針
を
打
ち

出
し
た
。

●
大
学
大
衆
化

そ
の
後
、
大
学
は
大
衆
化
し
、

大
学
紛
争
が
世
界
的
に
吹
き
荒

れ
て
い
る
最
中
、
昭
和
四
十
五

年
に
第
四
代
学
長
と
し
て
、
物

性
物
理
学
の
権
威
で
あ
る
小
谷

正
雄
先
生
が
就
任
。
そ
の
真
摯

な
学
者
と
し
て
の
態
度
で
大
学

紛
争
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

教
育
研
究
の
組
織
的
整
備
を
着

実
に
図
る
。

昭
和
四
十
九
年
、
野
田
に
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
建
設
、
続
い

て
理
工
学
部
に
土
木
工
学
科
、

情
報
科
学
科
、
応
用
生
物
科
学

科
を
増
設
す
る
。
さ
ら
に
昭
和

五
十
一
年
に
は
工
学
部
第
二
部

を
新
設
す
る
。

（『
東
京
理
科
大
学
百
年
略
史
』

『
東
京
理
科
大
学
八
十
年
略
誌
』

よ
り
抜
粋
・
加
筆
）

＊
次
号
は
百
周
年
か
ら
現
在

2005年（平成17年） 10月31日（月）（ 6 ）

求
人
�
質
＋
量
�
時
代
に

求
人
�
質
＋
量
�
時
代
に

就
職
活
動

来
年
度
の
支
援
行
事
ス
タ
ー
ト

東
京
理
科
大
学
、
山
口
東
京

理
科
大
学
、
諏
訪
東
京
理
科
大

学
は
合
同
で
、
十
月
七
日
（
金
）

に
山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
Ｊ

Ｒ
新
山
口
駅
前
）
に
お
い
て
、

東
京
理
科
大
学
科
学
技
術
交
流

セ
ン
タ
ー
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
東
京
理
科
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム2005in

山
口
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
三
大
学
の
各

種
研
究
シ
ー
ズ
や
先
端
技
術
を

山
口
県
を
は
じ
め
と
す
る
地
元

企
業
に
広
く
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
産
学
官
連
携
活
動
を
通
じ

て
山
口
県
の
地
域
経
済
・
産
業

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
た
。

パ
ネ
ル
や
各
種
製
品
の
展
示

を
通
じ
て
行
う
「
展
示
会
場
」

と
同
会
場
内
で
同
時
開
催
さ
れ

る
「
特
別
講
演
会
場
」
に
分
け
、

三
大
学
の
先
端
的
な
研
究
開

発
・
技
術
シ
ー
ズ
、
そ
れ
ら
を

事
業
化
し
て
い
る
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
取
り
組
み
、
地
域
に

根
ざ
し
た
事
業
展
開
が
注
目
さ

れ
て
い
る
地
元
企
業
の
成
果
や

公
的
機
関
と
の
連
携
事
業
の
実

例
等
の
紹
介
を
各
会
場
に
て
紹

介
し
た
。

展
示
会
場
で
は
、
世
界
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
最
先
端
の
次

世
代
液
晶
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
山
口
東
京
理
科
大
学
液
晶

研
究
所
（
小
林
駿
介
教
授
）
の

研
究
報
告
や
生
活
支
援
・
社
会

福
祉
分
野
で
注
目
さ
れ
て
い
る

実
用
的
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
（
東
京

理
科
大
学
工
学
部
・
小
林
宏
助

教
授
）
お
よ
び
そ
の
成
果
を
応

用
開
発
し
た
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ

や
、
世
界
で
初
め
て
実
用
化
し

た
２
輪
駆
動
自
動
車
等
の
展
示

が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
も
ち
ろ

ん
出
展
企
業
の
方
か
ら
も
注
目

を
浴
び
て
い
た
。

ま
た
特
別
講
演
会
は
、
幡
野

純
常
務
理
事
、
土
谷
敏
雄
山
口

東
京
理
科
大
学
長
の
挨
拶
に
続

き
、
本
学
の
先
端
研
究
や
産
学

官
連
携
事
例
等
を
紹
介
し
た
ほ

か
、
中
国
経
済
産
業
局
や
山
口

県
商
工
労
働
部
か
ら
地
域
に
根

ざ
し
た
産
学
官
連
携
活
動
の
報

告
や
今
後
の
展
開
、
展
望
に
つ

い
て
講
演
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

講
演
会
終
了
後
、
同
会
場
に
て

知
的
財
産
本
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
よ
る
「
特
許
相
談
会
」
も
開

催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
講
演
会
場
に
用
意

し
た
約
二
百
席
は
山
口
県
内
の

企
業
の
方
、
山
口
東
京
理
科
大

学
の
教
職
員
・
学
生
を
中
心
に

埋
め
尽
く
さ
れ
、
会
場
内
は
熱

気
に
溢
れ
て
い
た
。

今
回
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ

た
三
大
学
主
催
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
今
後
も
継
続
的
に

開
催
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

【
特
別
講
演
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

▼
中
国
地
域
に
お
け
る
産
学

官
連
携
の
取
り
組
み
：
中
国
経

済
産
業
局
地
域
経
済
部
参
事
官

（
産
学
官
連
携
担
当
）
隅
田
誠

▼
山
口
県
環
境
産
業
マ
ル
チ

パ
ー
ク
構
想
の
取
組
と
今
後
の

展
開
：
山
口
県
商
工
労
働
部
審

議
監
・
森
敏
明

▼
東
京
理
科
大
学
Ｔ
Ｌ
Ｏ
の

取
り
組
み
：
東
京
理
科
大
学
科

学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
長
・
瀬

尾
巌▼

フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
情
報
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
の
製
造
に
お
け
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
リ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
と
環
境
問
題
に
関
す
る

検
討
：
山
口
東
京
理
科
大
学
教

授
・
液
晶
研
究
所
長
・
小
林
駿

介
▼
地
域
新
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
研
究
開
発
事
業
中
間
成
果
報

告
「
高
速
応
答
液
晶
表
示
素
子

用
金
属
ナ
ノ
粒
子
の
開
発
」
：

山
口
東
京
理
科
大
学
教
授
・
戸

嶋
直
樹

▼
産
学
官
連
携
事
例
報
告

「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
創
業

し
て
思
う
こ
と
」
：
株
式
会
社

バ
イ
オ
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
研
究
所

代
表
取
締
役
社
長
・
柴
田
京
司

シンポジウムで挨拶する土谷山口東京理科大学長（壇上）

先端研究の成果が展示された会場

山口で３大学   シンポ合
同

―先端研究展示と特別講演会―

地域経済・産業活性化に寄与

農 林 ・ 水 産 業
鉱 業
建 設
設 備 工 事
建 築 （ 土 木 ） 設 計
食 料 品
繊 維 ・ 衣 料
木材・木製品・家具
パルプ・紙・紙加工
新 聞 ・ 出 版
印 刷 ・ 同 関 連 産 業
化 学 工 業
医 薬 ・ 化 粧 品
石 油 ・ 石 炭 製 品
ゴ ム ・ 皮 革 製 品
窯 業 ・ 土 石 製 品
鉄 鋼
金 属 製 品
非 鉄 金 属 製 品
一 般 機 械 器 具
精 密 機 械 器 具
電 気 機 械 器 具
輸 送 用 機 械 器 具
そ の 他 の 製 造 業
商 社
卸 ・ 小 売
百貨店・スーパー
自 動 車 販 売
外 食 産 業
銀 行 ・ 信 託
金 庫 ・ 信 用 組 合
証 券 ・ 商 品 取 引
保 険
不 動 産 業
運 輸 ・ 通 信 業
電 気・ガ ス・水 道
※1教　育：大　　学
※2教　育：高校・中学
※3そ の 他 の 教 育
情 報 産 業
放 送 ・ 広 告
医 療 ・ 保 健 業
学 術 研 究 機 関
非 営 利 団 体
その他のサービス
そ の 他
合 計

平成１７年度　求人会社数 （１０月１日現在）

※1．事務職員　※2．専任教員
※3．塾・予備校等教育産業　�求人数に公務員は含まない。

２ 
４ 

１８９ 
１２５ 
９６ 
５７ 
２０ 
１９ 
３２ 
３６ 
２６ 
１１６ 
７２ 
２９ 
２４ 
４５ 
２６ 
５９ 
２６ 
２１９ 
１０３ 
３５１ 
１１４ 
４９ 
２８ 
３９４ 
３８ 
１５ 
３８ 
２３ 
３２
３１ 
１０ 
６９ 
７２ 
２１ 
１５ 
１２０ 
５０ 
９０２ 
５４ 
１６８ 
８ 
４１ 
２２８ 
７

４２０３

２７ 
１２ 
１０ 
１８ 
１８ 
１４ 
１７ 
６３ 
４８ 
４１ 
１５５ 
９３ 

２１０５ 
３３２ 
７５ 
３５ 
３３ 
２０ 
３８ 
８７ 
３２ 
１０７ 
１８９ 
２４ 
１０ 
４５ 
２４９ 
５０ 
５ 
３ 
７ 
６ 
３２ 
４９ 
９ 
１０ 
１５ 
２２ 
１２ 
３４ 
４ 
４ 
１０ 
９ 
５ 
９ 
１１ 

４２０３

北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県
合 計

●　産業分類別 ●　都道府県別

⑥

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば

⑤ 

豆知識 

広大な敷地に建設中の野田キャンパス、右が２号館、左が３号館

野田キャンパスの開発

大学院博士課程第１回入学式＝昭和36年（1961）５月11日



（ 7 ） 2005年（平成17年） 10月31日（月） 東　京　理　科　大　学　報 第 1 5 8号

九
月
三
十
日（
金
）に
、
文
部

科
学
省
の
私
立
大
学
学
術
研
究

高
度
化
推
進
事
業
と
し
て
東
京

理
科
大
学
が
実
施
し
て
い
る
学

術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
る
計
算
科
学
の
新
展
開

（
略
称
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｃ
Ｓ
）」（
研
究

代
表
‥
河
村
洋
理
工
学
部
教

授
）
が
、
名
古
屋
大
学
の
二
十

一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
計
算
科
学
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
」
等
と
共
催
し
て

「
計
算
科
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ

ォ
ー
ラ
ム
―
計
算
科
学
、
そ
の

展
望
と
課
題
」
を
、
東
京
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
し
た
。

当
日
は
、
約
百
四
十
人
の
多

数
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
本
学

か
ら
は
、
特
別
顧
問
の
上
村
洸

先
生
が
、
計
算
科
学
の
事
始
め

か
ら
の
発
展
史
と
、
最
近
の
高

温
超
伝
導
材
料
の
開
発
に
果
た

し
て
い
る
重
要
な
役
割
に
つ
い

て
、
力
強
く
講
演
さ
れ
た
。
そ

の
他
、
名
古
屋
大
学
二
十
一
世

紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
、
筑
波
大
学
計
算
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
東
洋
大
学

計
算
力
学
研
究
所
、
理
化
学
研

究
所
、
地
球
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

セ
ン
タ
ー
と
い
う
こ
の
分
野
で

我
が
国
を
代
表
す
る
研
究
機
関

か
ら
、
各
セ
ン
タ
ー
長
や
研
究

所
長
の
講
演
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
本
学
の
河
村
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
司
会
に

よ
り
、
現
状
と
展
望
に
つ
い
て

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
予
定
時
間
を
こ
え
る

活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
計
算
科
学
に

関
し
て
機
関
を
横
断
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
我
が
国
で
は
初
め

て
の
企
画
で
あ
り
、
大
変
有
意

義
で
あ
っ
た
の
で
、
今
後
も
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
声
が

多
数
聞
か
れ
た
。

東
京
理
科
大
学
は
内
閣
府
主

催
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
〜
女
性
学
生
・
生
徒
の
理

工
系
分
野
へ
の
選
択
〜
」
に
協

力
し
て
い
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
は
、
女
子
高
校
生
や
女

子
学
生
が
将
来
の
自
分
を
明
確

に
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
進
学
や
職

業
な
ど
の
進
路
選
択
で
き
る
よ

う
様
々
な
団
体
が
理
工
系
に
つ

い
て
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

女
子
学
生
・
生
徒
に
対
す
る

本
学
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
別
項
の

と
お
り
。

＊
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
サ
イ
ト

http://w
w
w
.ge

nder.go.jp/c-challenge/

＊
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
本
学

特
設
サ
イ
ト

http://w
w
w
.

tus.ac.jp/new
s/challenge/

本
学
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

二
十
世
紀
は
科
学
技
術
の
世

紀
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
科

学
や
技
術
の
進
歩
は
、
か
つ
て

予
想
も
し
な
か
っ
た
繁
栄
と
豊

か
な
生
活
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
日
々
便
利
に
使
っ
て
い
る

機
械
や
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
を
し

っ
か
り
と
支
え
て
い
る
の
は
理

工
系
の
学
問
群
で
す
。
科
学
者

と
し
て
、
企
業
人
と
し
て
、
そ

し
て
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
生

活
を
営
む
際
も
、
そ
の
基
礎
に

は
理
工
系
の
知
識
や
技
術
が
必

要
で
す
。

地
球
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

食
料
、
医
療
な
ど
、
人
類
が
直

面
す
る
諸
課
題
の
多
く
は
、
今

後
を
背
負
う
皆
さ
ん
に
よ
る
科

学
技
術
の
適
正
な
発
展
と
適
用

な
く
し
て
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
大
学
に
お
け
る
専
門

分
野
の
学
習
は
、
単
に
そ
の
分

野
の
知
識
や
技
能
を
修
得
す
る

こ
と
で
な
く
、
知
性
と
い
う
思

考
様
式
の
価
値
を
学
ぶ
こ
と
で

あ
り
、
特
に
科
学
と
技
術
に
お

け
る
発
見
や
創
生
と
い
う
知
的

活
動
が
心
の
琴
線
に
触
れ
、
深

い
感
動
や
喜
び
の
源
泉
で
あ
る

こ
と
を
知
る
こ
と
で
す
。
必
要

な
基
礎
学
力
を
し
っ
か
り
と
修

得
し
た
上
で
、
問
題
を
発
見
し

そ
の
解
決
法
を
探
る
と
い
う
、

知
的
な
も
の
の
見
方
と
対
処
法

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
た
め
自
ら
情
熱
を
持
っ
て

積
極
的
に
学
ん
で
、
未
知
に
挑

戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
理
科
大
学
で
は
「
超
氷

河
期
」
と
呼
ば
れ
た
時
代
か
ら

女
子
学
生
の
就
職
率
は
高
い
水

準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
時
代

に
左
右
さ
れ
ず
厳
し
い
就
職
環

境
下
で
あ
っ
て
も
、
本
学
の
卒

業
生
は
人
気
企
業
や
技
術
水
準

の
高
い
企
業
・
団
体
等
に
採
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
東

京
理
科
大
学
の
学
生
が
高
度
な

専
門
教
育
を
受
け
、
実
力
を
備

え
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
す
。

ま
た
、
大
学
院
進
学
に
お
い
て

も
三
五
％
近
い
学
部
女
子
学
生

が
、
大
学
院
修
士
課
程
に
進
学

し
て
お
り
、
東
京
理
科
大
学
の

研
究
志
向
と
学
力
の
高
さ
を
示

し
て
い
ま
す
。

東
京
理
科
大
学
は
女
性
の
理

系
進
学
を
応
援
し
ま
す
！

「計算科学の新展開」を展望「計算科学の新展開」を展望
名古屋大学とフォーラム共催

多
数
の
参
加
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
「
計
算
科
学
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
会
場

枠
内

は
講
演
す
る
本
学
特
別
顧
問
の
上
村
洸
先
生
、

は
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
司
会
を
す
る
河
村
洋
研
究
代
表

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

昨
年
を
上
回
る
賑
わ
い

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

昨
年
を
上
回
る
賑
わ
い

,
05
,
05

工
業
化
学
科
の
模
擬
実
験
で
色
と

り
ど
り
の
ポ
リ
マ
ー
が
完
成

神
楽
坂

建
築
火
災
安
全
工
学
研
究
を
推
進

す
る
火
災
科
学
研
で
の
実
験
見
学

野
　
田

大
学
生
に
交
じ
っ
て
授
業
に
参
加

し
雰
囲
気
を
体
験
す
る
公
開
授
業

久
　
喜

七
月
十
六
日
、
八
月
四
、
五
日
と
三
校
舎
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
催
さ
れ
昨
年
を
上
回
る
約
七
千
人
が
本
学
を
訪
れ
た
。
神
楽
坂
校
舎
で

は
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
奇
跡
の
年

か
ら
一
〇
〇
年
記
念
講
演
」
や
「
サ
イ
エ
ン
ス
夢
工
房
」
も
行
わ
れ
た
他
、

各
校
舎
で
も
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
受
験
生
ら
で
賑
わ
っ
た
。

女
性
の
理
系
分
野
へ
の
選
択

本
学
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力

女
性
の
理
系
進
学
を
応
援
し
ま
す
！

飛
ん
だ
！「
鳥
科
」の
自
作
機

鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
初
出
場
で
７
位

本
紙
前
号
既
報
の
と
お
り
、

学
生
サ
ー
ク
ル
「
鳥
科
」
が
七

月
十
六
日
に
琵
琶
湖
で
行
わ
れ

た
第
二
十
九
回
「
鳥
人
間
コ
ン

テ
ス
ト
」（
主
催
・
読
売
テ
レ

ビ
）
に
出
場
し
、
初
出
場
な
が

ら
滑
空
機
部
門
全
二
十
一
チ
ー

ム
中
、
見
事
七
位
の
成
績
を
収

め
た
。

当
日
は
気
温
三
〇
度
と
蒸
し

暑
か
っ
た
が
適
度
な
向
か
い
風

で
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

応
援
に
駆
け
つ
け
た
地
元
同
窓

生
や
事
務
職
員
を
前
に
翼
幅
二

十
一
ｍ
、
全
長
七
ｍ
、
重
さ
三

十
kg
の
機
体
が
綺
麗
に
飛
び
立

っ
た
＝
写
真
。

鳥
科
代
表
・
丸
山
謙
一
郎
君

（
工
Ⅰ
・
２
年
）
の
話

飛
び

ま
し
た
！
　
わ
れ
ら
が
自
作
の

愛
機
「L

e
venT

U
S

」
号

は
滑
空
機
部
門
オ
ー
プ
ン
ク
ラ

ス
に
出
場
し
、
飛
距
離
百
八
十

一
・
五
ｍ
、
九
月
十
九
日
の
テ

レ
ビ
放
映
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
一
年
前
に
サ
ー
ク
ル

を
立
ち
上
げ
た
時
は
何
も
わ
か

ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
や
周
囲
の
方
々
に

恵
ま
れ
、
や
り
と
げ
る
こ
と
が

神楽坂校舎を飾る大看板
－創立125周年記念をPR－

125
周
年
記
念
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

神
楽
坂
ま
ち
飛
び
フ
ェ
ス
タ
に
参
加

十
月
一
日
か
ら
十
六
日
に
か

け
て
「
第
七
回
神
楽
坂
ま
ち
飛

び
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

神
楽
坂
ま
ち
飛
び
フ
ェ
ス
タ

と
は
「
ま
ち
に
飛
び
出
し
た
美

術
館
」
と
し
て
一
九
九
九
年
に

ス
タ
ー
ト
。
今
年
で
七
回
目
を

数
え
る
神
楽
坂
の
手
作
り
市
民

文
化
祭
で
あ
る
。
伝
統
芸
能
か

ら
現
代
ア
ー
ト
ま
で
幅
広
い
分

野
で
六
十
六
も
の
イ
ベ
ン
ト
や

催
事
が
行
わ
れ
、
本
学
出
展
企

画
も
開
催
さ
れ
た
。

本
学
卒
業
生
の
落
語
家
、
桂

歌
助
師
匠
に
よ
る
落
語
入
門

「
理
大
神
楽
坂
寄
席
」
で
は
、

学
生
や
近
隣
の
方
約
九
十
人
が

訪
れ
、
二
時
間
に
わ
た
り
歌
助

師
匠
の
落
語
や
檜
山
う
め
吉
さ

ん
に
よ
る
俗
曲
を
楽
し
ん
だ
。

百
二
十
五
周
年
記
念
企
画
の

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
神
楽
坂
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
で
は
、
小
学

生
や
父
母
ら
二
十
七
組
五
十
四

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
神
楽
坂
の

町
十
箇
所
の
ポ
イ
ン
ト
を
回
っ

て
ゴ
ー
ル
し
た
先
着
五
十
人
に

は
、
飯
田
橋
不
二
家
で
お
な
じ

み
の
「
ペ
コ
ち
ゃ
ん
焼
き
」
が

配
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
神
楽
坂
と
理
科

大
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
豪
夏
目

漱
石
を
探
る
生

涯
学
習
セ
ン
タ

ー
企
画
「
シ
リ

ー
ズ
神
楽
坂

学
・
漱
石
編
」、

ロ
ボ
ッ
ト
展
示

や
科
学
実
験
を

体
験
す
る
「
サ

イ
エ
ン
ス
夢
工

房
」
な
ど
も
開

催
さ
れ
、
神
楽

坂
界
隈
は
、
フ

ェ
ス
タ
に
訪
れ

る
人
々
で
大
い

に
賑
わ
っ
て
い

た
。

さ
あ
出
発
！
ラ
リ
ー
参
加
の
子
供
た
ち

神
楽
坂
校
舎
の
１
号
館
と
９

号
館
に
、
創
立
百
二
十
五
周
年

を
お
知
ら
せ
す
る
看
板
が
完
成

し
ま
し
た
。
９
号
館
に
は
「
東

京
理
科
大
学
」「
祝
　
創
立
１
２

５
周
年
」
の
文
字
が
、
１
号
館

に
は
「
東
京
理
科
大
学
」
の
文

字
と
百
二
十
五
周
年
の
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
る「C

onscience

」

の
ロ
ゴ
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
坊
ち
ゃ
ん
が
描
か
れ
て

い
ま
す
＝
写
真
。

こ
の
看
板
は
外
堀
通
り
に
面

し
、
車
道
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｊ
Ｒ

線
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
足
を
止
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

で
き
ま
し
た
。

仲
間
達
と
一
つ

の
目
標
に
向
か

っ
て
夢
中
に
な

れ
た
こ
と
は
、

一
生
の
思
い
出

で
す
。
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協

力
を
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
私

達
が
経
験
し
た

こ
と
や
、
も
の

づ
く
り
の
楽
し

さ
を
後
輩
達
に

伝
え
ら
れ
る
よ

う
、
さ
ら
に
努

力
し
ま
す
。
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九
月
十
八
日
、
本
学
の
創
立

者
で
あ
り
維
持
同
盟
者
の
一
人

で
あ
る
「
桐
山
篤
三
郎
」
先
生

の
お
孫
さ
ん
に
あ
た
る
桐
山
信

夫
さ
ん
（
八
十
四
歳
、
東
京
世

田
谷
区
在
住
）
が
、
さ
ら
に
そ

の
お
孫
さ
ん
に
あ
た
る
嶺
行
伸

さ
ん
（
平
成
十
五
年
本
学
大
学

院
理
工
学
研
究
科
経
営
工
学
専

攻
博
士
後
期
課
程
修
了
）
ら
家

族
と
一
緒
に
長
万
部
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
問
さ
れ
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
篤
三
郎
先
生
の
写

真
が
焼
失
し
て
残
念
に
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
長
万
部
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
生
食
堂
の
壁
に
本
学

創
設
者
二
十
一
人
の
肖
像
画
が

あ
る
と
の
情
報
を
得
て
、
ぜ
ひ

そ
の
絵
を
見
た
い
と
い
う
希
望

知
的
財
産
戦
略
専
攻
は
七
月

三
十
日
か
ら
八
月
五
日
に
か
け

て
、
米
国
屈
指
の
充
実
し
た
知

財
教
育
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
・
ピ
ア
ー
ス
・
ロ
ー
・
セ

ン
タ
ー
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ネ

シ
ー
教
授
に
よ
る
「
米
国
法
基

礎
」
の
特
別
講
義
を
開
講
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
初
の
知
財
専

門
職
大
学
院
と
し
て
発
足
し
た

本
専
攻
の
柱
の
一
つ
で
あ
る

「
国
際
感
覚
の
養
成
」
を
担
う

目
玉
の
講
義
で
、
大
学
院
生
が

将
来
、
国
際
的
な
知
的
財
産
人

材
と
し
て
活
躍
で
き
る
資
質
を

養
う
と
い
う
目
的
で
設
け
ら
れ

た
科
目
で
あ
る
。

受
講
し
た
高
橋
和
香
子
さ
ん

（
修
士
一
年
）
は
「
”
米
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
の
三
年
分
を
一
週
間

で
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

“

と
冒
頭
に
笑
顔
で
仰
し
ゃ
っ
た

通
り
、
膨
大
な
米
国
法
を
非
常

に
分
か
り
易
く
体
系
立
て
て
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
先
生
の
知

と
ユ
ー
モ
ア
、
何
よ
り
熱
意
に

溢
れ
た
授
業
に
、
気
が
付
く
と

英
語
の
不
自
由
さ
も
忘
れ
授
業

に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

一
週
間
の
講
義
は
、
将
来
、
私

の
大
切
な

”Ｉ
Ｐ

“
に
な
る
と

思
い
ま
す
」
と
充
実
し
た
様
子

で
感
想
を
語
っ
て
い
た
。

（K
iroro

）
の
大
合
唱
。
参
加

し
た
人
た
ち
全
員
の
笑
顔
が
一
つ

に
な
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
＝
写
真
。

全
国
各
地
か
ら
集
ま
り
、
寮

で
生
活
を
と
も
に
し
な
が
ら
半

年
あ
ま
り
。
ま
た
一
つ
キ
ラ
キ

ラ
し
た
記
念
を
み
ん
な
で
協
力

し
て
作
り
上
げ
た
学
生
た
ち
。

今
後
に
も
大
き
な
可
能
性
を
感

じ
さ
せ
た
二
日
間
だ
っ
た
。

と
に
か
く
若
い
。
若
い
感
性
が
激
辛

ブ
ー
ム
に
火
を
つ
け
る
、
ヒ
ッ
ト
商
品

を
生
み
出
し
た
。
東
ハ
ト
入
社
三
年
目

の
今
か
ら
二
年
前
、
わ
ず
か
二
十
四
歳

で
”時
代
の
申
し
子

“
と
も
い
う
べ
き

ウ
マ
辛
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
「
暴
君
ハ
バ
ネ

ロ
」
を
開
発
し
た
の
だ
。「
暴
君
ハ
バ

ネ
ロ
」
は
発
売
後
約
一
年
で
出
荷
数
三

千
万
袋
を
超
え
、
十
億
円
の
売
り
上
げ

で
ヒ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る
菓
子
業
界
で
、

そ
の
三
倍
の
三
十
億
円
を
超
す
売
り
上

げ
を
記
録
し
た
。

篠
原
さ
ん
が
開
発
チ
ー
ム
の
チ
ー
フ

と
な
り
作
り
上
げ
た
「
暴
君
ハ
バ
ネ
ロ
」

は
、
メ
キ
シ
コ
の
ユ
カ
タ
ン
半
島
が
原

産
と
さ
れ
る
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ハ
バ
ネ
ロ

が
原
料
で
あ
る
。
ハ
バ
ネ
ロ
は
鷹
の
爪

の
五
倍
、
タ
バ
ス
コ
の
十
倍
の
辛
さ
が

あ
り
「
世
界
で
最
も
辛
い
ス
パ
イ
ス
」

と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載
る
。

こ
の
商
品
の
成
功
で
、
カ
ッ
プ
メ

ン
、
カ
ッ
プ
ヤ
キ
ソ
バ
、
レ
ト
ル
ト
カ

レ
ー
な
ど
、
ハ
バ
ネ
ロ
を
ス
パ
イ
ス
に

し
た
激
辛
商
品
の
追
随
が
相
次
ぐ
。

篠
原
さ
ん
は
上
司
か
ら
「
ハ
バ
ネ
ロ

き
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
遊
び

心
が
自
由
な
発
想
を
生
み
、
柔

軟
で
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
の
開
発

に
つ
な
が
っ
た
。

「
私
は
目
立
ち
た
が
り
屋
。
社

内
で『
ま
た
篠
原
か
』と
い
わ
れ

る
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
て

お
客
さ
ん
の
心
に
響
く
品
を
作

り
続
け
た
い
」
と
笑
う
顔
は
自

信
に
満
々
て
い
た
。
　
　
（
Ｋ
）

ネ
ロ
は
、
か
つ
て
拷
問
に
使
わ
れ
た
こ

と
も
あ
る
と
い
う
代
物
。
調
合
す
る
と

空
気
で
舞
い
上
が
り
、
し
か
も
揮
発
性

が
あ
る
た
め
、
粘
膜
を
刺
激
し
て
く
し

ゃ
み
は
出
る
、
顔
は
は
れ
る
、
傷
に
し

み
て
指
は
痛
く
な
る
で
、
結
局
、
ゴ
ー

グ
ル
に
マ
ス
ク
、
手
袋
を
つ
け
て
の
重

装
備
で
の
開
発
と
な
っ
た
。

「
最
初
は
お
い
し
く
、
そ
の
あ
と
で

び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
辛
さ
が
あ
っ
て
、

最
後
は
美
味
し
い
か
ら
ま
た
食
べ
た

い
」
と
思
っ
て
く
れ
る
製
品
を
、
篠
原

さ
ん
は
め
ざ
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
は

じ
め
チ
キ
ン
と
オ
ニ
オ
ン
で
つ
く
っ
た

旨
味
が
口
の
中
に
広
が
り
、
続
い
て
パ

ウ
ダ
ー
と
生
地
に
練
り
込
ん
だ
辛
さ

が
、
二
重
に
な
り
、
ま
た
時
間
差
を
も

っ
て
味
覚
を
刺
激
す
る
、
そ
ん
な
ス
ナ

ッ
ク
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
篠
原
さ
ん
は
、
明
確
な
意
思
を

も
っ
て
就
職
し
た
。
物
を
作
る
仕
事
が

し
た
い
。
し
か
も
成
果
が
見
え
な
け
れ

ば
面
白
く
な
い
。
食
物
に
興
味
が
あ
っ

て
、
こ
の
道
を
選
ん
だ
が
、
な
ぜ
東
ハ

ト
か
と
い
え
ば
、
嗜
好
品
は
遊
び
が
で

超人気！ウマ辛スナック菓子
「暴君ハバネロ」を開発した 篠原　奈央さん

★略歴（しのはら・なお）1979年３月生
まれ、神奈川県出身。2001年３月、東京理
科大工学部工業化学科卒。東ハトに入社し、
現在マーケティング本部商品企画部スナッ
クグループ・カテゴリーチーフ。

を
使
っ
て
、
と
て
つ
も
な
く
辛

い
ス
ナ
ッ
ク
を
作
ろ
う
よ
」
と

い
わ
れ
た
。
な
ら
ば
辛
さ
だ
け

で
な
く
、
美
味
し
い
も
の
に
し

た
い
と
、「
う
ま
か
ら
さ
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
試
作
に
取
り
掛
か

っ
た
。

他
の
調
味
料
と
の
組
み
合
わ

せ
実
験
を
重
ね
て
の
味
づ
く
り

は
大
変
だ
っ
た
。
何
し
ろ
ハ
バ

米フランクリン・ピアース・ロー・センターの…

－知的財産戦略専攻（MIP）－

W・ヘネシー教授招き
米国法基礎　特別講義

米国法について講義するW.ヘネシー教授

祖
父
の
肖
像
画
に
感
無
量

創
立
者
の
一
人
、桐
山
篤
三
郎
先
生
の
孫

桐
山
信
夫
さ
ん
と
家
族
、長
万
部
キ
ャ
ン

パ
　
ス

訪
問

ご
先
祖
・
桐
山
篤
三
郎
先
生
の
肖
像
（
上
の
写
真
の
下

段
右
か
ら
２
人
目
）
を
見
に
…
桐
山
信
夫
さ
ん
（
左
か

ら
３
人
目
）
と
ご
家
族
の
一
行
。
左
端
は
藤
井
教
養
部
長

か
ら
だ
っ
た
。

信
夫
さ
ん
は
篤
三
郎
先
生
と

小
学
校
二
年
生
ま
で
長
崎
と
岡

山
で
一
緒
に
過
ご
し
た
と
の
こ

と
。「
祖
父
が
『
理
学
の
普
及

を
も
っ
て
国
運
発
展
の
基
礎
と

す
る
』
と
の
志
の
も
と
創
立
し

た
学
校
が
、
そ
の
意
思
を
受
け

て
理
工
系
総
合
大
学
と
し
て
発

展
し
つ
づ
け
て
い
て
、
と
て
も

嬉
し
い
。
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
学
生
に
と
っ
て
、
勉
学
や

人
間
性
を
養
う
最
高
の
環
境
で

す
ね
」
と
肖
像
画
の
篤
三
郎
先

生
そ
っ
く
り
な
お
顔
で
語
ら
れ
、

ま
る
で
時
を
越
え
て
篤
三
郎
先

生
ご
自
身
が
褒
め
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
　

来
年
六
月
の
本
学
創
立
百
二

十
五
周
年
を
目
の
前
に
し
て
、

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
は
と
て
も

素
敵
な
訪
問
者
を
お
迎
え
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

笑顔満開！キャンパス祭
長万部　会場ぐるみ大合唱も

十
月
十
五
日
（
土
曜
）
十
六

日
（
日
曜
）
の
両
日
、
長
万
部

町
民
の
方
々
老
若
男
女
に
多
数

ご
来
場
い
た
だ
き
、
例
年
に
引

け
を
取
ら
な
い
賑
や
か
な
キ
ャ

ン
パ
ス
祭
が
北
海
道
の
長
万
部

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
で
き
た
。

お
蔭
さ
ま
で
模
擬
店
や
実
験
室

は
大
繁
盛
、
そ
の
他
の
催
し
物

も
大
盛
況
だ
っ
た
。

今
回
基
礎
工
学
部
一
年
生

（
第
十
九
回
生
）
が
作
り
上
げ

た
お
祭
り
の
特
徴
は
、
ま
る
で

ビ
ー
ズ
細
工
の
よ
う
に
、
小
さ

な
工
夫
を
随
所
に
ち
り
ば
め
な

が
ら
楽
し
い
一
つ
の
形
を
作
り

あ
げ
た
点
に
あ
る
。
祭
の
テ
ー

マ
も
「
笑
顔
祭
〜
笑
う
た
め
に

笑
え
〜
」。
賑
や
か
な
装
飾
が

各
所
を
飾
り
、
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
た
。
そ
し
て
、
前
夜
祭

の
仮
装
パ
ー
テ
ィ
ー
か
ら
始
ま

っ
て
、
運
動
サ
ー
ク
ル
の
対
外

試
合
、
舞
台
で
の
数
々
の
出
し

物
、
サ
ー
ク
ル
の
発
表
、
そ
し

て
後
夜
祭
ま
で
、
笑
顔
が
各
所

に
あ
ふ
れ
た
。

そ
う
し
た
今
年
度
の
お
祭
を

象
徴
す
る
出
来
事
が
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
で
起
き
た
。

優
勝
チ
ー
ム
に
会
場
か
ら
「
ア

ン
コ
ー
ル
」
の
声
。
曲
が
流
れ
、

優
勝
し
た
グ
ル
ー
プ
全
員
で
手

を
つ
な
い
で
歌
う
。
す
る
と
誰

が
言
い
出
し
た
の
か
、
会
場
で

も
手
を
つ
な
ぎ
始
め
、
最
後
に

は
ホ
ー
ル
全
体
で
大
き
な
輪
に

な
っ
て
「
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
」

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

　【
宛
先
】
〒
162- 
8601
新
宿
区
神
楽
坂1-3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課 

　【FAX

】03 -3260 -5823

【E-m
ail

】koho@
adm
in.tus.ac.jp
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